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1 調 査 の 概 要

～

1,調 査 目的

1970年 代は 激 動 と変革 の 年 とvampnて い る。 激 劫の 中に い つ も経 営 の

進 路 を 見失 わず、 安 定 した 繁栄 を 保つ た め には、 氾 濫 す る内 外の 情 報の 中か

ら、 正 しい情報 を 選択 し、 正 しい方 策 を採択 す る こ とが最 も必要 とされ る・

清報化 時 代 の 進 展は 、 情報の 価 値 を一 段 と重 い もの としたの で あ る。

財 団法 人 日本経 営 情 報 開発 協会 は、 毎 年 、 国 内の コ ン ピュー タ利 用 状況 を'

調 査 し、 その 実 態 を 明 らか に して、 コ ン ピュ ー タ白書 の 基 礎 資 料を 整 備 す る

と ともに、 コ ン ピュ ー タ利 用 に関 す る 政府 の 施 策立案 に参 考 資 料 を提 供 して

きた。

今 回の 調査 は、 前任 に引 き続 く時 系列の 資 料 を収 集す る と ともに・ と くに

70年 代の コ ン ピュ ー タ利 用技 術の 進 歩 を 予 測 す る意 見を 求め た・ さ らに 付

帯 調 査 として、 通信回 線の 利 用に 関 す る ユ ーザ ー 側の 需 要 と要望 を 調査 した 。

)

2.調 査 対 象

本 調 査 は 、 コ ン ピュ ー タ 利 用状 況 調 査 で あ る の で 、 対 象 は ・ コ ン ピュ ー タ・

ユ_ザ_(国 産 機 、 外 国 機 と も)企 業950社 、 官 公 庁 ・ 商 工 経 済 団 体 ・ 農

品 等70事 業 体 、 合 計1,000を 選 ん だ 。

3.調 査 方 法 と調査 時 期

本 調査 は、 昭 和44年9月50日 現 在 をas査ti¥#点 と して・ 調査 票 を 同 年11

月20日 に発 送、12月15日 に回 収 を 締 切 っk。

4.調 査 項 目

① ハ ー ドウエ ア … … 最初 の コン ピュ ー タを導 入 してか らの経 過 年 数、 超大
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型 、 大 型、 中型 、 小型 、 超 小型 別の 保有 セ ッ ト数、 コン ピュ ータ

部 門の 必要経 費、 周辺 機器 の比 率 、 コン ピュ ー タの 使 用時 間

② コ ン ピュ ー タ要 員お よび教 育 問 題 …… 交替 勤 務 制 度、 月 間平 均残 業時間 、

要 員確 保 の 方 法、 要 員数、 平 均 賃金 、 手当の 種 類 と額、 要 員 に関

し困 っ て い る こと。

③ 言†夢 サ ー ビス機 関 … … 利 用 状況、 外部 委 託の 費用、 コ ン ピュ ー タ部 門独

立 の傾 向 、 利用 の 理 由

④

⑤

⑥

⑦

⑧

適 用 業 務… …適 用 業 務の 種 類 とこん この 予 定

利 用効 果 … … 効果 測 定の 方 法 、 効果 の 金 額 換算

プ ロ グ ラム… … 開発 状 況

コ ン ピュー タ全般 へ の 意 見 … … 全般 的 意 見
、 政 府 、 メー カ ー、 団 体、 協

会 へ の 意 見、 コン ピュ.一 夕部 門の 名 称 と組 織 図

未来 予 測 … …経 営 システ ム 、 教 育 労働 関係、 ス ペ ンヤ リス ト、 情 報流 通 、

情報 処理サ ー ビス 、 通信 回線 、 産業 動 向、 ソフ トウエ ア、 ハー ド

ウ ェ ア

れ～i

5.回 答状 況

発 送 数1,000、 回収 数545、 回 収率34.5%。

資本 金 別 発送 数 と回収 数 、 回収 率は つ ぎの と● りで 、 各段 階 別 に回収 率 は 一

平 均 して いるの が 目立 って いる。

資 本 金 規 模 発 送 数 回収数 回収率%

100万 円 未満 26 2 ス7.

100万 ～500万 円未 満 23 4 1Z4

500万 ～toOO万 円未満 27 6 22.5
,合

toOO万 ～5,000万 円 未 満 64 22 54.4

5000万 ～1億 円未満 44 15 541

1億 ～10億 円未 満 169 58 54.3

10億 ～50億 円未満 281 97 34.8

50億 ～100億 円 未満 116 40 34.5

100億 円以 上 180 63 35.0

計 930

.,ρ
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産 業 別 ア ン ケ ー ト 回 収 状 況

(第1表)

産 業 発 送 数 回 収 数 回収率% 産 業 発 送 数 回 収 数 回収率%
唱第 二 次 産 業 第 三 次 産 業

鉱"業 4 2 50.0 卸 小 売 ・ 商 事 140 43 30.7

建 設 15 5 35.3 金 融 '64
26 40.6

食 品 25 '12
48.0 保 険 35 8 24.2

繊 維 34 ア 20.5 証 券 14 5 35.7

紙 ・ パ ル プ 1.4 5 21.4 不 動 産 3 2 66.6

出 版 ・ 印 刷 5 2 40.0 運 輸 ・ 通 信 報 道 48 21 43.7

化 学 ・ 石 油 86 40 46.5 電 力 ・ ガ ス 15 6 40.0

窯 業 ・ 土 石 20 8 40.0 計 算 受 託 業 105 40 38.1

、鉄 鋼 17 8 470 サ ー ビ ス 業 17 6 35.5

非 鉄 金 属 37 8 21.2 合 計 459 157 35.8

機 械 56 20 35.7 そ の 他 の 産 業
　

電 気 機 器 70 26 371 法 人 団 体 ・ 農 協 10 5 50.0

輸 送 用 機 器 55 14 25.5 政 府 関 係 機 関 15 6 40.0

精 密 機 器 23 7 50.4 政 府 15 5 20.0

そ の 他 の 製 造 業 30 4 13.3 地 方 公 共 団 体 30 8 26.7

合 計 491 166 33.7 合 計 70 22 3α1

1

ぴ

l

L

全 産 業 1,000 345 34.5

'



9 回 答 企 業 の 特 徴

(表2)回 収企業、資本金規ec男[k年 間売上高規模別、従業員数規模別分布

資本金規模 資 本 金 従業員数規模 従 業 員 年間売上高規模 売 上 高

百万円未満 2 0.65 49人 以 下 24 ス50 50百 万 円未満 5 1.56

百万～

5百 万 工]i和尚
4 1.25

50人 ～

99人
8 2.50

50百 万 ～

100百 万円未満
7 2.19

458
5百 万 ～

10百 万 〃
6 1.88

100人 ～
'
299人

18 563
100〃

500〃
14

10百 万 ～

50百 万 〃
22 689

300人 ～

499人
8 2.50

500〃

1,000〃
7 2」9

50百 万～

100百 万 〃
15 4.69

500人 ～

999人
26 719

1,000〃

10ρ00"
51 15.94

100百 万～

1,000百 万 〃
58 18.13

1,000人 ～

2,999人
81 25.31

10,000"

50ρ00〃
108 5575

toOO百 万～

5.000百 万 〃
97 30.63

5000人 ～

4,999人
51 1594

50,000"

100DOO〃
51 969

5000百 万 ～

10,000百 万 〃
40 1250

5、000人 ～

9999人
51 1594

100,000

百万 円以 上 85 2569

495
10,000百 万 円

以 上
65 1950

10,000人

以 、上
45 1393 無 記 入 16

無 記 入 15 4.64 無 記 入 10 3.10

小 計 523 10α0 小 計 325 小 計 325 1000

そ の 他 22 22
・

22

合 計 345 345 545

1.回 答企 業 は 大企 業 中心 の 傾 向が 相 変 らず 大 き いo

アン ケ ー ト票 回 収 企 業を、 第2表 、 資本金 規模 別、 年 間 売上 高規 模 別、 従

業 員 数 規模 別分 布か らみ る と、 資本 金5,000万 円未 満 の 中小 企業 は10・65

%(前 年 は9.7%)、1億 円未 満 は15.54%(前 年は12.0%)、 従 業 員

数か らみ る と、300人 未 満は15.65%(前 年 は11.1%)、500人 未

満18.13%(前 年は15.4%)で 、 前年 よ りは 申・」・企業の 回答 比率 が増加

し、 中小 企 業へ の コン ピュ ー タ普 及が進 ん で い る証左 として 注 目さ れ る。

一4一
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しか し なが ら全 体 的 には、 や は り大 企 業 中心 で あ る こ とは 変 りは ない。

(表3)EDPS投 資規模別回収ユーザー 数

,

.〉●

レ ン タ ル 料 売 価 換 算 ユ ー ザー 数 前年%

225万 円以 上 10億 円以上 28 65

555万 円 ～2225万 円 2.5億 円 ～10億 円 99 2ao

88万 円～555万 円 4,000万 円～2.5億 円 148 4&7'

22万 円 ～88万 円

一 、 、,、-9

toOO方 円～4000万 円 35 154

22万 円未満 1,000万 円未 満 2 3.4

無 記 入 無 記 入 53
一,

合 計 345
1

100.0
1

●
ピ

ン 』'
二'

.●

2.'中 型 コン ピ ュー タが 多 い傾 向 は変 りな いが、 大 型 の 比率 が次 第 に大 きく

な りつ つ あ るo

表5のEDPS投 資 規 模 別 回 収 ユ ー ザ ー 数 を み る とv月 額 レン タル88万

～555万 円 未 満 のvaわ ゆ る 中 型 の ン ス テ ム を 利 用 し て い る もの が45・0%

で 最 も 多 い が 、 そ の 比 率 は 前 年 の48・7%よ り5.7%の 減 少 を み せ て い る。

一 方
、555万 ～2、225万 円 未 満(大 型)は28.8%(前 年28.0%)、

2,225万 円 以上(超 大 型)は8.1%(前 年6.5%)で 、 何aも 前 年 よ り比

率 は 増 大 し て い る 。 小 型(22万 ～88万 円 未 満 は10.2%(前 年13・4%)・

超 小 型(22万 円 未 満)はO.6%(前 年5.4%)で 何 れ も 前 年 よ り減 少 し て

い る。
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産 業 別 ア ン ケ ー ト 回 収(表4)
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企 業 詮 よ び 事 業 体 分 布

間 売 上 高 従 業 員 数 回 収 数

1合 計 1社 当 り 売上高なし 記入件数 合 計 1社 当 り
一

記入なし

(i捌) (百用)
一

更は無記入 (社) (人) (人) (社) (社)

980 49α0 0 2 11,135 5.5675 0 2

5,373 1,074.6 0 5 25,680 5,136.0 0 5
'

5β91 4909 0 12 46,140 5,845.0 0 12

ス488 1.0697 0 7 6ス816 g688.0 0 7

2,658 876.0 0' 3 ス386 2,462.0 0 3

● 221 110.5 0 2 1;9157 568.5 0 2

25,210 580.5 0 38 146,663 3β596 2 40

3,039 434.1 1 8 44,042 5,505.3 0 8

16フ45 2,093.1 0 7 161,638 23,091.1 1 8

6,251 781.4 0 8 45,423 5.67Z9 0 8

18,084 95t8 1 19 256,507 15.4898 1 20

10,14.6 405.8 1 25 176,701 ス068.0 1 26

18,67フ 1,534.1 0 14 161,507 11,521.9 0 14

1,207 172.4 0 5 14,614 2,922.8 2 フ

1,206 301.5 0 4 21,300 5.3250 0 4

5 159 7 166

152,292 3,076.6 0 42 118,535 2β222 1 43

362,030 15,084.6 2 24 105,731 4,405.5 2 26

20t919 25.2398 0 8 14ス678 18.4598 0 8

36,903 Z380.6 0 5 15,222 2,644.4 0 5

165 81.5 0 2 2,700 1,350.0 0 2

◎ 6,651 350.0 2 20 73 ,508 3,675.4 1 21

8,601 1,720.2 1 6 8ス379 ]4,565.2 0 6
'

乙ン
-'82

2.7 10 58 1,659 43.7 2 40

■' ,689 1378 1 6 6,389 1,064.8 0 6

7フ2,353 5.47Z7 16 151 556,799 3.68Z4 6 157

19 310 13 323

一 一 5 4 5,010 1,252.5 1 5

一 一 6 5 5ス310 11,462.0 1 6

『 一 3 2' 527 263.5 1 5

一 一

、 8 4 5,132 1,283.0 4 8

22 15 6ス979 14261.0 7 22

41 525 20 345
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(表5) EDPSレ ン タル 料(月 頃)投 資 規 模別 ・産 業

別 導 入後 経 過 年 数 別面 答 企業 分 布(n

区 分 経過年数 1年未満
1

1年 以上

3年 未満

3年 以上

5年i未満

5年 以上

10年 未 満

10年 以 上 合 計

E

D

P

S

投

資

規

模

別

0 2

(7.1)

1

(56)

21

(75.0)

4

(14.3)

28

(10ao)

555万 円 ～2,225万 円 未満

1

(1.0)

10

(100)

28

(2&0)

53

(550)

8

(8.0)

100

(10α0)

2,225万 円以上

88万 円 ～555万 円未満

22万 円～88万 円未満

22万 円未満

17

(廿5)

52

(351)

45

(30.4)

54

(250)

0

(0)

148

(fO巳0)

2

(5.9)

13

(58.2)

12

(55.3)

7

(2α6)

0

(0)

54

(10α0)

o 2

〔1000)

0 0 0 2

3

(94)

6

(18.8)

13

(406)

7

(21.9)

5

(94)

52

(10α0)無 記 入

合 計

23

(66)

85

(246)

99

(28.7)

124

(35.9)

15

(4.5)

344

(100.0)

産

業

別

第 二 次 産 業

10

(6.1)

56

(21.8)

48

(291)

64

(38.8)

7

(4.2)

165

(10⑪)

第 三 次 産 業

13

(8.3)

45

(28.7)

45

(28.ア)

48

(3α6)

6

(38.2)

15ア

そ の 他 の 産 業

0 4

(18.2)

6

(2Z5)

10

(456)

2

(9.1)

22

(10α0)

合 計

25 85 99 122 15 344

代

表

産

業

繊 維 0 2 1 4 0 7

化 学 ・ 石 油 『 2 8 12 15 5 40

鉄 鋼 0 1 1 6 0 8

電 気 機 器 5 10 5 6 2 26

輸 送 用 機 器 3 4 3 4 0 14

卸 小 売 ・ 商 事 1 11 19 12 0 45

金 融 1 6 8 7 4 26

保 険 0 0 0 8 0 8

計 算 受 託 業 5
」

16 15 5 1 40

●

や

一^、

θ
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EPP .Sレ ン タル料(月 額)投 資規 模 別 ・産 業別 導 入、後(表6)

経過年 数別 回答企業分布

降 蒲 已 一凶 ・年一・年1・鞠 ・年 10年 以上 合 計

2225万 以上 0 0{〕 0 0.0 0
1

0,010 91.7 2 83 12

}第
555万 ～2225万 1 1.8 5 91 14 255 30 545 5 91 55

且 88万 ～555万 9 12.7 24 538 22 31.0 16 225 0 0.0 71

次 22万 ～88万 2 16.7 7 583 3 25.0 0 0.0 0 0.0 12

産 22万 未 満 0 叩 2 100.0 0 0.0 0 0.0
』0
0.0 2

業 無 記 入 0 0.0 2 154 6 461 3 23.1 2 154 15

合 計 12 73 40 24.2 45 2Z3 59 358 9 55 165

2225万 以上 0 OB 2 14.5 1 ス1 9 645 2 143 14

第 555万 ～2225万 0 OD 4 11.5 力 5↑4 18 51.4 2 57 35
皿
88万 ～555万 8 11.3 25 55.7 22 51.4 15 21.4 0 0.0 70

次
22万 ～88万 2 105 10 526 4 21.1 3 4.3 0 0.0 19

産
22万 未満 0 OD 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0

業 無 記 入 3 158 4 21.1 7 254 3 158 2 10.5 19

合 計 13 85 45 287 45 28.7 48 306 6 382 157

2225万 以 上 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 50.0 1 50.0 2

そ
555万 ～2225万 0 0.0 1 11.1 3 555 4 444 1 11.1 9

88万 ～555万 0 0{〕 2 286 1 14.3 4 5Z1 0 0.0 7

の
22万 ～88万 0 00 1 25.0 2 50.0 1 25D 0 0.0 4

22万 未満 0 0.0 0 OD 0 0.0 0 oo 0 0.0 0

他
無 記 入 0 OD 0 oo 0 0.0 0 α0 0 00 0

合 計 0 0.0 4 182 6 2Z5 10 456 2 91 22

A
2225万 以上 0 OC 2 ス1 1 36 20 71.4 5 176 28

口
555万 ～2225万 1 1.0 10 10.1 28 28.3 52 525 8 8.1 99

88万 ～555万 重7 †W5 51 345 45 30.4 55 236 0 0.0 148

22万 ～88万 4 114 18・ 51.4 9 25.7 4 11.4 0 0.0 35

22万 未満 0 OC 2 100.0 0 00 0 00 0 0.0 2

計 無 記 入 3 94 6 187 15 406 6 18.7 4 125 32

合 計 25 z5 89 259 96 2Z9 117 34.0 17 4夕 344

繊 維 0 2 1 4 0 7

化 学 ・ 石 油 2 8 12 15 3 40

鉄 鋼 0 1 1 6 0 8

電 気 機 器 3 10 5 6 2 26

輸 送 用 機 器 3 4 3 4 0 14

卸 小 売 ・ 商 事 1 11 19 12 0 43

金 融 1 6 8 7 4 26

保 険 0 0 0 8 0 8

計 算 受 託 5 16 13 5 1 40
【
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(表7) 産業別EDPS投 資規模別製別保 有セ ッ ト数分布

産 投資規 別
超 大 型 大 型 中 型

項 目
セ ツ 1社 セ ツ 1社 セ ツ 1社

企業数 ト数 当 り 企業数 ト数 当り 企業数 ト数 当 り

2,225万 円 以 上 1 1 tO 11 64 5.8 12 91 ス6

第 555万 ～2,225万 円 未 満 1 1 1.0 32 34 ↑1 38 95 2.5

二 88万 ～555万 円未 満 69 78 1.1

次 22万 ～88万 円 未満

産 22万 円未満

業 無i回 答 3 3 1.0 9 18 2.0

合 計 2 2 1.0 46 101 22 128 282 2.2

第
Z225万 円以上 4 9 2.3 11 31 28 12 44 3.7

三
555万 ～2,225万 円 未 満 28 57 22 38

次
88万 ～555万 円未満 67 74

産
22万 ～88万 円未満 2 2 1.0

業
22万 円未満

無 回 答 2 19 8.5 13 22

合 計 4 9 23 41 87 2.1 116 180

そ 2,225万 円以 上 2 3 1.5 2 3 1.5

の 555万 ～2,225万 円 未 満 1 1 1.0 6 8 1.5 5 8 1.6

他 88万 ～555万 円未満 6 6 1.0

の 22万 ～88万 円 未満

産 22万 円 未満

業 無 回 答

合 計 1 1 1.0 8 11 13 17

全 産 業 合 計 7 12 95 199 2寸 157 479

代 繊 維 4 5 1.2 53 3 1.0

化 学 ・ 石 油 12 12 1.0 31 52 1.7

表 鉄 鋼 4 31 Z8 8 48 60

電 気 機 器 1 1 1.0 4 4 1.0 18 58 52

産 輸 送 用 機 器 6 16 27 12 34 2.8

卸 小 売 ・ 商 事 1 1 1.0 8 9 1.1 29 40

業 金 融 1 4 4.0 11 42 17 27

保 険 5 6 1.2 7 1f

計 算 受 託 業 4 7 1.8 29 56 2.0

一10一
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小 型 超 小 型 ミ ニ コ ン 合 計
一

筆i記入 回収企
セ ツ ↑社 セ ツ 1社 セ ツ 1社 セ ツノ 1社

企業数 ト数 当り 企業数 ト数 当り 企業数 ト数 当り 企業数 ト:数亨 当り 企業数業 数

5 17 3.4 1 1 1.0 12 174 14.5 0 12' .

15 26 1.7 3 12 4.0 54 168 3.1 1 55

8 10 1.25 4 11 28 1 12 12.0 70 f川 1.6 1 71

11 21 1.9 2 4 20 12 25 2.1 0 12

2 4 2.0 2 4 20 0 2

3 8 2.7 2 3 ].5 13 乙2 25 0 15

42 82 1.95 14 35 2.5 1 12 12.0 162 514 3.2 2 165

4 15 3.8 14 99 ス0 0 14

5 32 6.4 2 7 3.5 55 114 5.3 0 35

20 30 1.5 2 8 4.0 69 112 1.6 1 70

18 20 1.1 1 1 1.0 19 23 1.2 0 19

5 5 1.0 17 46 2 19

52 102 2.0 5 16 3.2 155 396 26 5 157

2 6 3.0 2 12 6.0 0 2

1 1 1.0 9 18 20 0 9

1 1 ↑0 7 7 1.0 0 7

4 4 1.0 4 4 1.0 0 4

0 0

0 0

8 12 1.5 22 41
'

1.8 0 22

102 196 1.9 19 51 1 12 12.0 538 949 2.8 6 344

5 8 t6 1 9 90 7 27 3.9 0 7

5 5 1.0 3「 4 1.3 39 72 1.9 1 40

2 13 75 .8 92 11.5 0 8

12 23 1.9 1 6 2.0 26 92 3.5 0 26

2 5 2.5 3 1 1.0 ]!4 56 4.0 0 14
.

12 46 4 15 3.8 45 117 0 43

7 7 1.0 25 80 3.2 1 26

三8 17 2.1 0 8

14 f6 1.1 38 79 2.1 2 40

一
.1…1一一



3.コ ン ピ ュー タの新 規 導 入 は 中小企 業 に 多 く、 裾 野 が 広 が って い る と いえ るo

表5.表6か ら コン ピュ ー タ導 入 後の 経過 年 数 を ま とめ てみ る と下 表の とお

りとな る。

社 数 % 前年の%
:

増 減

1年 未満 19 5.5 12.8 △Z3%

1～3年 未満 87 25.2 29ろ △4 .1

5～5年 未満 101 293 24.3 5.0

5～10年 未 満 112 52.5 3/9 06

10年 以上 16 4.6 1.6 3.0

無 回 答 10 2.9

計 545 10α0

、

1年 未 満 と、1～3年 未 満の 比率 が大 幅 に 下 っ てvaる の が 注 目され るが、

JEOC調 査 に もあ らoaて い る よ うに、 新規 導 入の 数は 決 して 少な くな っ

てい な い。 これは 回 収 企 業 規模 に もみ られ る よ うに 、 中小 企業の 回 収 数 が少

ないの で 、%が さ が つた とみ て よいで あ ろ う。

これか ら類 推す る と、 設 置 台数 の 増 加は 、 中小 企 業の 側に 多 くなっ て い る

ことが 推 測 され、.コ ン ピュ ー タ利 用 の裾 野 は 急 激 に 広 が っ て いる とい っ て よ

いで あろ う。

(参 考)

ψ'

43年g月 末 現 在 設 置 台 数 4コ71セ ッ ト

44年3月 末 〃" 4,900"

44年9月 末"〃 5、 。1〃1

(JECO調 べ)
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皿 =]ン ピ ユ 一 夕 利 用 状 況

コン ピュー タの保 有 と経 費

1.1社 当 り の コ ン ピ ュ ー タ保 有 台 数 は 、 平 均2.8セ ッ トで あ るo

(表7)に み る よ うに 、1社 当 りの コ ン ピ ュ ー タ 保 有 台 数 は 、 全 産 業平 均

2.8セ ッ トで あ る.第2次 産 業 は 平 均3.2セ ッ トで 、 全 平 均 よ りや や 多 く・

弟3次 産 業 は 逆 に 平 均2.6セ ッ トで や や 低va。 政 府 、 団 体 な ど は さ ら に 低 く

平 均1.8セ ン トで あ る 。

産 業 別 で1仕 当 り 保 有 台 数 の 多 い の は 、 鉄 鋼 が 第1.位 で 平 均11.5セ ン ト

とず ば 抜 け てus"り 、 つ い で 輸 送 用 機 器(4.0セ ッ ト)、 械 椎(5.9セ ン ト)、

電 気 機 器(3.5セ ッ ト)、 金 融 機 関(3.2セ ン ト)と な っ て い る ・

2,コ ンピ ュー タの 運 用経 費 の面で 、人 件 費 の増 加傾 向 が著 しい。 《表8参 照)

EDPS運 用 費の 構 成を み る と、 人 件 費が25.9%で 、 前年 の24・4%に

比 し、1.5%と 着 実 に増 加 して い る が、 一 方 機械 レン タル 料の 占め る比率

(39.1%)は 、 前年(48.4%)に 比べ 大 き く減少 して い る。 と くπ人件

費 増 の傾 向 を反映 して、 委託 計 算 の費 用 が40%と 、 前 年 の1・9%に 比 べ 急激

に増 加 して い る し、 ま たパ ンチ カー ドの さん孔 、検 孔 費 も5・8%と 前年 の2・6

5.7%)と や や減 少 して い る。



(表8) 産業別 レン 。、国 別投観 劇U月

`項

目一一

区
分回ぎ ＼

人 件 費 機 械

レンタル料

機 械

償 却 費

保 守 費

保 険 費

カー ト㌔紙

テー プ費

第2次 産 業 152 4,262.6

23.7

91059

50.5

924.3

5.1

4999

2.8

31t5

1.7

第5次 産 業 158 ス414.3

28.2

ス3850

28.1

2553.9

97

1」95.3

4.5

462.4

1.8

そ の 他 22 2,304.6

1Z2

8,806.6

660

131.2

1.0

3ス4

0.3

205.6

1.5

無 記 入 33

2,225万 以 上 28

-

23,144.5

23.2

45.5259

45 .6

4,6フ4.2

47

1.2559

1.3

1.9159

1.9

555万 一2,225万 99 8.4770

28.8

9550.2

51.8

3,015.9

10.3

1,190.6

4.0

325.6

1.1

88万 ～555万 148 1,463.0

2ス2

2,『53.2

471

198.1

13 .7

173.4

5.2

178.8

3.3

22万 ～88万 55 498.6

26.6

6005:2802

52。i149

48.6

2.6

94.9

5.1

22万 未 満 2 2720

54.7

1182
.5

56.7

0.O

aO

3.0

0.7

ZO

1.4

無 記 入 53

合 計 312 5,518.6

25.9

8.3227

391

1.5892

Z4

774.9

56

576.6

1.8

回 収 合 計

L一

345

一14一
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ψ

・己

間EDPS運 用費 構 成 単位 千円

上 段 金頭

下段%

磁 気テー プ

(カ ー ド・

デ ィスク)費

.プ リ ン ト

用 紙 費

委 託

計 算 費

さ ん 孔

検 孔 費

そ の ↑也 合 計

560.6

2.0

850.9

`
4.7

42ス3

2.4

301.5

1.7

9フ1.1

5.4

18,0 ,115.6

100.0

9フ99

5.8

1.3578

5.1

1.4492

5.5

1,422.1

.5.4

2.0598

Z8
シ

26.275フ

100.0

283.6

2コ

615.8

,4・6

194.3

1.5

56Z2

4.3

)

191.7

;
1.4

13,338.0

100.0

2,098.6

21

5,043.9

5.1

6,508.0

6.5

5,886.3

5.9

3.73Z6

3.7

99790.8

100.0

1,175.7

4.0

1,418.1

4.8

694.4

2.4

69t5

2.4

3ρ70.8

10.4

294098

100.0

1499

28

284.4

5.5

1179

2.2

115.1

21

1689

3.1

5,382.7

10n.n

41.0

2.2

1076

5.7

14フ

0.8

121.3

6.5

68.4

5.6

1,875.8

100.0

0.0

0.0

12.0

2.4

11.0

2.2

oρ

0.0

9 .5

/9

4970

100.0

6291

29

1.0497

49

862.9

4.0

815.9

3.8

1.3997

6.6

21.3595

100.0

一15一



(表9)周 辺 機器 は ハ ー ドウェ ア 全 体の 何%で す か(金 額換 算)

10% 10%} 20%～ 30%～ 40%～ 50%～ 60%～ 70「 ひ 》 80%

20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

未満 未満 未満 未満 未満 未満 未満 未満 以 上

社
%

社
%

社
%

社
%

社
%

社
%
社
%

社
%
∋%

数 数 数 数 数 数 数 数 数

43年/9月 23 6.7 48 13.9 31 90 27 Z8 25 Z2 24 ス0 36 10.4 12 55 4 1.2

44年/9月 24 ZO 47 13.6 54199 34 99 27 78 28 8.1 34 99 22 64 5 09
1

●

■

3.ハ ー ドウ ェア に対す る周 辺 拶器 の 比率 は 段 階的 に平 均 してお リ、 それ ぞ れ

自社 独 自 の利 用 方 法 を と ってい る ことが わ か る○

10%ご とに 区 切 った 段階 ご との 比 率は 、ほ とん どSP均 してvaて 特 色が な

い。 それ は ユ ー ザ ー各 社が、 そaそ れ 自Lの 必要 に 応 じて 周辺 機器 を 備 え て

おられ る こ とを 示 して い る といえ よ う。

ま た43年 と44年 の 比率 もあ ま り変化は ない が、 しい て いえ ば 周辺 機器

の 占め る 割合 が 高 ま りつ つ あ る とい ・って よい。

(表10)コ ン ピュ ー タの 平 均 使用時 間(月 間)

社 数 %

150時 間 未満 12 3.5

150～200醐 未満 40 11.6

200～250"" ξ5 15.4

250～500〃 〃 51 14.8

500～350〃 〃 38 11.0

350～400〃" 40 11.6

400～450"" 30 8.7

450～500"" 14 4.1

500時 間以上 51 14.8

無 回 答 16 ,46

計 345| 100.0

,

∀
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(表11)コ ン ピュ ー タの 平 均 使 用 時 間

●

社 数 平均使用時間/月 同 じく前年 増%

第2次 産 業

第5次 産 業

そ の他 の産業

159

138

22

5297

522.4

251.5

270.6

2629

248.2

591

595

3.1

全 産 業 322.6 2655

■

4.コ ンピ ュー タの 月 間使 用時 間(平 均)は 急激 に増 加 し、 有 効 利 用が ほか

られ て い るo(表10、11参 照)

コ ン ピュ ー タの1吏 用 時 間 は 、 前 年 に く らべ 急 速 に 増 加 し て い る.第2次 産

業 か よび 第3次 産 業 で は 、 何 れ も平 均59時 間 余 りふ え て い る が 、 政 府 、 団

体 関 係 は5.1時 間 と ・る とん ど変 りが な い 。

ま た200時 間 未 満(1日8'時 間 以 内)の もの は 、 全 体 の15.1%に す ぎ

ず 、550～500時 間(1日2直 以 上)が24.4%、500時 間 以 上(1

日3直)が14.8%に 達 し てkり 、 コ ン ピ ュ ー タの 効 率 愛用 を め ざ す ユ ー ザ

ー が ふ え て い る こ と を 示 して い る
.

■

コン ピュータ要員 お よび教育 問題

1.勤 務 状 況 は2直 、5直 制 が増21pし て
.い るo(表12、13)

コ ン ピ ュ ー タ 要 員 お よび

一17一



(表12) 交 替 勤 務 制 の 有 無

区 分 項 目 い る い な い 無 記 入 合 計
、

61 104 0 165

産
第 二 次 産 業 (370) (650) (0) (100.0)

56 100 1 157

第 三 次 産 業 (35.7) (657) (06) (1000)
業

2 20 0 22

そ の 他 の 産 業 (0) (100.0)
別

119 224 1 544

合 計 (546) (65.1) (0.3) (1000)

2 19 0 21

コ
1年 未 満 (10αo)

ン

ビ 24 62 1 87

7
1年 ～3年 未 満 (10α0)

タ 54 67 0 101

導 5年 ～5年 未 満 (10ao)
入
後 50 68 0 118

経
過
5年 ～10年 未 満 (10αo)

年 9 8 0 17

数 10年 以 上 (10⑪)

1亀

(表15) 交 替 勤 務 の 内 容

1

社 数 % 前 年%

1直 制

2直 制

3直 制

時 差 出 勤

無 回 答

5

42

27

50

221

1.4

12.2

ア8

14.5

64.1

10.1

3.8

123

計 545 100.0

一18一
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交替 勤 務制 を とっ て い る もの の 比率 は ろ4.6%と 前年(26.2%)に く ら

べ 相 当 増加 して い る が、 まだ 交替 制の な い と ころが 多 い。

2直 制、3直 制、 時差 出勤 制 と何 れ も前年 の 比9を 大幅 に上 回 っ て い る。

(無 回答 はほ とん ど1直 制 とみ て よい)

2.平 均 残 業 時 間は1日1～2時 間 が大半 で あ るo

(表14) 平 均残業時間

社 数 %

月20時 間 未満

20～50時 間 〃

50～80""

80時 間以 上

無 回 答

87

176

49

10

23

25.2

50.9

14.2

2.9

6.7

計 345 100.0

月 間 就 業 日数 を25日 と して、1

日の 残 業時 間 が1時 間 以 下(月

20時 間未 満)が25.2%、1～

2時 間(月20～50時 間 未満)

が50.9%で 大 半 を 占め る.1日

3時 間 以上(月80時 間 以上)は

2、勢%に す .ぎない。

◎

◇

3.コ ン ピ ュ ー タ要 員 の 採 用 は、 新 規 採 用 が 最 も 多 く 、 上 級 専 門 職 に な る ほ

ど 社 内 の配 職 に よ る も の が 多 いo社 外 か ら の 経 験 者 の 補 充 は ま だ 少 な い。

ま た 各 種 学 校 の 卒 業 生 の 採 用 も予 想 外 に 少 な いo(表15参 照)

新 規 採 用 の 比 率 は 、 パ ン チ ャ ー72.4%、 オ ペ レー タ65.7%、 プ ロ グ ラ

マ56.6%、 シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア46.2%で あ る が 、 こ の うち コ ン ピ ュ ー

タ学 院 な ど の 各 種 学 校 卒 業 生 は 、 パ ン チ ャ ー4.5%、 オ ペ レ ー タ5.8%プ ロ

グ ラ マ2.8%、 ン ス テ ム ・エ ン ジ ニ アO.4%と 非 常 に 少 な い。

社 内 の 配 薮 に ょ る 比 率 は 、 パ ン チ ャ ー18.5%、 オ ペ レ ー タ50.4%、 プ

ロ グ ラマ3Z7%、 シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア48.7%と 上 級 専 門 職 に な る ほ ど

パ ー セ ン テ ィ ジ が 高 くな る 。 社 外 か らの 採 用 は 、 パ ン チ ャ ー8.1%、 オ ペ レ
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(表15) 産 業別 コ ン ピュー タ要 員の 確 保

ノく ン チ ヤ ー オ ペ レ ー タ

第

二

次

産

業

新規学卒の採用

大 学

高 校

各 種 学 校

6(0 .2)

2,560(71.0)

187(5 .2)

92(55)

1,030(6t5)

61(3.6)

社内ヱの配置転換 529(14.6) 384(22.9)

社外からの採用

経 験 者

未 経 験 者
●

パ ー トタ イ マ ー

49(1.4)

267(Z4)

7(0.2)

18(1.1)

84(5.0)

10(0,6)

合 計 3,605(100.0) 1,679(100.0)

第

三

次

産

業

新規学卒の採用

大 学

高 校

各 種 学 校

15'(0 .6)

1,663(63.4)

80(3.0)

96(75)

534(40.6)

52(39)

社内での配置転換 620(256) 533(40.5)

社外からの採用

経 験 者

未 経 験 者

パー トタ イマー

74(2 .8)

167(6.4)

6(a2)

27(2 .1)

74(5 .6)

0(0.0)

合 計 2,625(100.0) 1,316(100 .0)

そ

の

他
の

産

業

新規学卒の採用

大 学
'2(↑1)

12(6.9)

高 校

各 種 学 校

141(80.6)

2(1 .1)

95(53.7)

2(t2)

社内での配置転換 21(12.0) 66(58.2)

社外からの採用

経 験 者

未 経 験 者

パ ートタイマー

フ(40)

1(06)

1(0 .6)

0(0.0)

0(0.0)

0(0.0)

合 計
.

175(100 .0) 175(100 .0)

全

産

業

新規学卒の採用

大 学

高 校

各 種 学 校

23(0 .4)

4,212(6ス7)

269(4.3)

189(6.5)

1,593(52.6)

115(58)

社内での配置転換 t152(18.5) 922(30.4)

社外からの採用

経 験=者

未 経 験 者

パー トタイマー

115'(t9)

435(ZO)

14(02)

41(1.4)

158(5.2)

10(0.3)

合 計 6220(100.0) 5028@00.0)

、 ガ

,

θ
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u

t

.4

( )内%

.プ ロ グ ラ マ システムエンジニア

651

998

70

(25.7)

(5ス4)

(2.6)

400

561

2

(28.0)

(25.3)

(o.2)

846 (31.7) 595 (41,5)

54

69

1

(2.0)

(2.6)

(o.o)

42

30

0

(2.9)

(2」)

(0.0)

2,669 (100.0) 1,428 (100.0)

367

457

54

(20.5)

(24.2)

(5.0)

145

85

7

(18.9)

(†0.8)

(0.9)

806 (44.6) 495 (64.6)
、

72

73

0

(13.9)

(40)

(0.0)

25

14

0

(3.0)

(1.8)

(0.0)

F

1,809 (・100.0) 767 (100.0)
■

20 (14.5) 22 (25.9)

34

0

(24.6)

(o.o)

10

0

(11.7)

(0.0)

83 (60.2) 51 (60.0)

0

1

0

(0.0)

(o.7)

(0。0)

2

0

0

(2.4)

(0.0)

(0.0)

158 (ioO.0) 85 (100.0)
も

981

1,515

118

(22.9)

(50.7)

(2.8)

557

444

9

(25、5)

(20.5)

(o.4)

1,619 (・5ス7) 1,066 (48.7)

126

128

1

(2.9)

(3.0)

(0.0)

67

44

0

(5.1)

(2.0)

(0.0)

4,288 (100.0) 2」87 (100.0)
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一 夕6 .9%、 プ ロ グ ラス5.9%、 ン ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア5 .1%と 上 級 に な る

任 ど比 率 は 低 くな る。 この う ち 、 経 験 者 の 引 き抜 きは 、 パ ン チ ャ ー1 .9%、

オ ペ レー タ1.4%、 プ ロ グ ラ マ2.9%、 システム.エ ン ジ ニ ア5.1%とv極 め

て 低 く、 要 員の 流 動 性 は ま だ 小 さ い。

第 且 次 産 業(各 業 種

(表17)

ミ16)コ ン㌧ピとLンLタ 部P「](乙)要 、員 数 ノ
一7

庶務その他 オ ペ レ ー タ

社 数 % 引 女 鼻.L.女...

合.計4人 以 下

5～9人

10～19人

20～29人

30～59人

40～59人

60～79入

80～99人

100人 以 上

無 回 答

6

51

65

56

42

55

29

12

38

11

1.7

90

18 .8

162

12.2

15.9

8.4

55

11.0

5.2

合 計

1鉱 業
051tO 2.5150
1.5 5.5

2建 設
02150 t81αo

52 1.8

3食 品
α31t3 581t5
t6 5.5

4繊 維
4111・ ・ 153巨6

14.1 14.9

5紙 ・ パ ル プ
oolα5 45巨5

a5 6.0

6出 版 ・印刷
oolt5 巳51tO

1 1.5 ↑5

…
7化 学 ・石 油

tol48
{

651↑8

5.8 8.3

8窯 業 ・土 石 ∫91廿8
'28124

計 545 100.0
13.7 5.2

9鉄 鋼
59いzg 4zgl2.8

21.8 51.7

10非 鉄 金 属 αol20 44い4

20 5.8

11機 械
1.7114.5 1U614.0

162 14.6

12電 気 機 器
t3157 4,611.7
5.0 6.5

13輸 送 用 機器
1・0151 1α η51

61 15.8

14精 密 機 器
・2い2 2710ろ

1.4 50

15そ の他製造業 α8168 4.5巨o

Z6 5.5

平 均
t4163 8.11.8

77 99

一22一
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●

,4

当 りコン ピュ 一 夕部 門要 員 数)

キーパンチャ プログ ラマ シ スプ ム
土/築 三プ 管 理 者 合 計

男1女 男1女 勇 「女' 男1女 男1。 女'

合 亘 計^' 合 ・・計 合 計 合 ・計'
'..

"合
・計

0,095 75 0.0 8・51・ ・0 2・510・0 21・5113・5

95 ス5 8.5 2.5 55.0

⑪18・2 Z4 3.4 4.4 0.0 1・810・0 15・6114・6

8.2 10.8 4.4 1.8 30.2

0,094 ↑4 0.2 1・引0.2 2・110・0 92112.6
94 1.6 1.8 2.1 21.8

0,022.5 38.4 3.6 15.3 0.0 4.00.0 75.13Z5

22.3 42 .0 15 .3 4.0 112.6

0,090 ス51'20 5・ol・ ・0 1・510・0 185113・0

90 95 5.0 1.5 31.5

0.05.0 20 0.0 0,510.0 0.50.0 55155
5.0 20 0.5 0.5 90

o・ol1臼 13.0}1.6 57 0.5 3・310・0 2951・24.8

16.1 14.6 6.2 3.3 ,54.3

0・ol15・3 1α81・ ・8 5・・1… 2.5'10.0
,

23・2120.5

15.3 11.6 5.4 23 455

15・6に9' 81.6|11.820.00.0 1 12.810・0 1798い12.4

93.5 93 .4 20.0 12.8 292.2

0,010.1 11,113.3 6.5 0.4 2.90.0 24・911ス2

10.1 14.4 6.9 2.9 42.1

0,841.7 32.川2.7 10.1 0.7 Z210.0 62,563.6
■ 42 .5 54.8・ 10. 8 Z2 126.1

0・Ol154 8.511・8 10.0 0.3 4.20.0 28・61229

15.4 10.3 10.3 4.2 51.5

0・Ol3Z7 2i.9}2.・ 9310.o
'

5・511.4 494150.0

3Z7 25.6 93 6.9 994

・・ol85 4,71・.0 1,510.0 1,210.0 10.3198
8.3 4.7 1.5 1.2 20.1

0,010 .5 125iα5 4・810 .0 2,010.0 24・6118・6

10.5 12.8 4.8 2.0 43.2

・・8122 .3 15,112.3 z810.5 4・2}・ ・1 3Z423.1

23.1 1Z4 8.1 45 60.5

、
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`

第皿 次産業

庶務その他 オ ペ レ ー タ キ ー パ ン チ ャ

男1女 男i女
`

男i女

合 計 合 計 合 計

16卸 小 売 ・商 事
。61。 ・ 5■21 ・■1・6

ス3 5.2 14.7

17金 融
511川g 1tol82 α1i199

15.0 192

一

20.0

18保 険
51い51 12,612.0 aol271一

18.2 14.6 271

19証 券
441go 2t21t8 ・・ い74

15.4 25.0 1ス4

20不 動 産
・515・ 5512・ ・・1155

5.5 5.5 15.5

21運 輸 ・通信報 道
・61・8 54}08

,

oo1杜1

2.4 6.2 11.1

22電 力 ガ ス
5512・ 193{・ ・ 0.0128.5

1

8.2 200 28.3

23計 算 受 託 業

一

51143 1t71t4 α川299

Z4 13コ 30.0

24サ ー ビ ス 業
tO120 58108 ・ol2・7

5.n 6.6 20.7

平 均
21165 88127 α川2α5

8.6 11.5| 20.6

そ の 池

25法 人団体農 協
td62 2.81・ ・

'

⑪186
1

78 28 8.6

26政 府関係 機 関
68155 92120 ・oiほ7

12.1 ]1.2 13.7

2
.7政 府

57123 107i・3 ao185

60 11.0 8.3

28地 方公共団 体

ト

!91t6
ス61・9 ・olzo

3.5 8.5 ZO

平 均
54158 ス4109 o・川94

1

72 .8.3 94

全 平 均
1.96.2 ・・121 0,420.7

8.1 10.5 21.1

一24←
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■

,4

1
.プ ロ グ ラ マ システムエンジニア 管 理 .者 合 計

.s

男 女 男 女 男 女 男 女

合 計 合 計 合 計 合 計

8.21.4 5.4i・.0 2.5 0.0 199 248

96 5.4 2.5 44.7

22コ120 9810.4 z3io・1 53・4142・5

24.1 10.2 74 95.9

14.63 .3 8.90 .5 6・310・0 45.5 478

1ス9 92 6.3 93.3

16,811.o 5.20.0 6210.0 55.81292
1Z8 5.2 62 83.0

4.50 .5, 1.00.0 1.5 0.0 11.0 21.0

5.0 1.0 1.5 32.0

10・810.8 4・6io.0 3・
,210・0

24・6114・5

11.6 4.6 3.2 591

16.00 .2 980.0 9.4 0.3 6aO 32.2

16.2 98 97 92.2

1481.6 6.70.5 3.6 0.1 40.0 378

16.4 Z2 3.7 778

7310・5 5・210・2 2.7 0.0 20.0 Z4.2

ス8 3.4 2.7 44.2

13.41.5 6.60.2 4.2 0.1 35.2 51.5

14.9 6.8 4.3 66.7

5.8 1 1.4 6.2 0.0 4.8 0.2 21.6 16.4

72 62 5.0 38』

6.5 1| 0.7 2.7 0.0 1.7 0.0 26.9 21.7

,一

ア2 2.7 1.7 48.6

10.3 i 0.5 4.3 0.7 2.0 0.0 51.0 11.9

1 0.・6 5.0 2.0 42.9

4.6 0.0 3.6 α1 21 0.0 198 96

4.6 5.7 2.1 294

6.2 0.5 4.0
1
1
0.1 2・6

. 1 0.0 25.6 14.7

6.7 4.1 2.6 38.3

15.8 1.8 70 0.2 4.1 0.1 35.6 31.1

15.6 72 4.2 66.7

一25一



4.コ ン ピ ュ ー タ 部 門 の 要 員 数 は、 平 均 キ ー パ ン チ ャ4、 プ ロ グ ラ マ5、 庶

務2、SE1.5の 比 率 とな って い るo政 府 。団 体 関 係 の 要 員 数 は 、 民 間 企

業 に 比 べ 極 め て 少 な いo(表16、t7)

コ ン ピュ ー タ部 門 の 要 員数 はb第2次 産 業 平 均60 .5人 、 第3次 産 業

66.7人 、 そ の 他38.3人 で 、 政 府 ・団 体 関 係 の 要 員が 極 め て少 なva.職 種

別 に み る と 、 比 率 は パ ン チ ャ が 一 番 多 く、 つ い で プ ロ グ ラ マ 、庶 務 、SE、

管 理 者 の 順 と な っ て －s・りs.そ の 比 率 は 、4:3:2:1.5:1と な っ て い る.

男 女 別 に み る と、 キ ー パ ン チ ャ ー と庶 務 以 外 に は 女 性 が 少 な い。

(表18)産 業 別 コ ン ピュ ー タ 要 員 職 種 別 平 均 年 令ts}stび

産 職 種
オ ペ レ ー タ キ ー

業 別
年 令 賃 金 年 令

才 千円 才

第2次 産 業 22.7 457 21.1

(250) (349) (2α5)

25.4 461 20.5

第5次 産 業
(255) (357) (2α8)

24.7 38.5 21.3

そ の 他 の 産 来

(24.5) (33.9) (2t2)

25.1 44.4 20.8

全 産 業
(253) (352) (207)

繊 維4 229 40.9 20.6

代
化 学 ・ 石 油7 22.7 38.4 20.7

鉄 鋼9 20.5 38.3 20.5

表 電 気 機 器12 254 38.5 22.0

冷 送 用 機 器15 21.2 5Z5 197

産
倒]・ 」、 売o商 事16 22.6 38.8 20.6

金 融17 258 50.0 20.5

業
保 険18 24.0 5Z4 21.0

計 算 受 託 業23 22.6 34.8 18.8

一26－
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5.各 職 種 と も 賃 金 は 前 年 に 比 べ 着 実 に 上 昇(平 均500円 ～800円)

て い る。(表18参 照)

表18に よ る と、 平 均 年 令 は キ ー パ ン チ ャ ー20～21才 、 オ ペ レ ー タ

25～24才bプ ロ グ ラ マ25～27才 、SE31～33才 で 、 前 年 と廷 と

ん ど 変 化 は な い が 、 平 均 賃 金 は 何 れ も上 昇 し て い る。

賃 金 は 、 キ ー パ ン チ ャ を1と すnば 、 オ ペ レ ーSは1.5～1.5、 プ ロ グ ラ

マ は1.6～1.65、SEは2 .2～2.3の 比 率 に な っ て し(る 。

業 種 別 に み る と、 最 も待 遇 の よ い の は 金 融 関 係 で 、 とび ぬ け て 他 産 種 よ り

平 均 賃 金

i

o

ハ ン チ ャ プ ロ グ ラ マ シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア

賃 金 年 令 賃 金 年 令 賃 金

千円 才 千円 才

一 ㎡吟一

千円

50.4 25.4 49.5 31パ 65.8

(26.7) (25.9) (44.1) (50.4) (5Z4)

30.6 25.2 495 50.1 677

(26.6) (26.0) (43.8) (30.6) (62.7)

30.8 2ZO 4ス6. 32.8 64.3

(25.4) (2ス6) (40.2) (53.3) (56.2)

30.5 25.4 495 50.8 66.5

(265) (26コ) (43.7) (30.4) (62,6)

33」 26.3 55.8 51.1 72.2

30.7 25.6 4ZO 30.9 65.1

30.7 24.5 51.5 29.5 76.0

31.6 26.6 50.0 31.7 68.9

28.5 24.4 42.6 29.7 5ス4

29.0 24.5 42.6 29.5 58.8

33.4 25.3 60.4 280 79.0

54.8 25.7 55.1 30.6 75.2

291 24.2 40.2 295

1

59.0

(カ ッ コ内は前年経 費)
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高 い。 最 も低 いの は 計 算 受託 業 であ る。 つい で 卸 小 売 ・商 事 、 輸送 用機 器 が

並ん で い る。

6.職 務手 当 をっ け てい る も のは まだ 少 ない6比 率 は 昨年 と ほぼ 同 じで あ るO

(表'19)

(表19)職 務 手 当 の 有 無

社 数

`

% 前年の%

あ る

な い

無 回 答

74

253

18

21.4

755

5.2

?

20.0

80.0

一

1計1 545 100.0 100.0

職 務 手当 制 度 の.あ:る社 の 比 率は21.4%で 前年 よ りゃ や 高 くkつ て い る が、

社 数は 前年 と同 じ74社 で、 ほ ぼ 変 りは なvaと み て よva。

7.』 要 員 の教 育 には 各企 業 とも留意 し効 果 をあげ てい る こ とが 推測 され るが 、

絶 対数 の 不足 、定 着率 の低 さが 悩 み となっ て い るo

表20に よ・って 「要 員に つusて 困 っている 」こ とをみ る と、 「教 育に 手間 が

かかる」(14.8%)「 忙 し くて教 え る時 間 が とれ ない 」(9、2%)の 比率 が、

前年 に 比 し著 し く減 少 し、 各 企 業 が教 育 に留 意 してい る こ とを示 して い る。

一 方、 「絶 対 数の 不 足 」(55.6%)が 増 加、 と くにSE不 足 を訴 え てva

る。 「地 位 、 賃 金の 問 題 」(15.5%)、 「勤 務時 間 」(11.0%)と 労働

条件 も問 題 化 して きた が 、 と くに 「定着 率 が 低 い 」(8 .o%)が 急 増 して い

るの が注 目さ れ る。
o

－28一
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(表20)要 員 に つ い て 困 っ て い る こ と

社 数 % 前年の%

教育に手間がかかる 40 14.8 291

忙しくて教育時間がとれぬ 25 92 22.9

絶対数の不足 62 33.6 291

(う ちSE不 足) (29) (1to)
,_

地位 ・賃金 に問題 あり 42 15.4 一

勤務時間に問題あり 50 110 一

定着率が低い 22 8.0 1.8

そ の 他 21 8.0 25

計 271 100.0 100.0

外 部 サ ー ビ ス 機 関 の 利 用

1.外 部 の コン ピ ュ ータ 。サ ービス機 関 の 利用 状 況は、 前年 と殆 ん ど変 りは

な い ○(表21、22参 照)

(表21)外 部 サ ー ビス 機 関 の 利 用

社 数 % 前年の%

利 用 して い る

利 用 して い な い

無 回 答

188

142

15、 .〔

54.5

41.2

4.3

54.2

40.6

5.2

計
-

,345-1…
100.0

(表22)利 用 の 内 容
'

社 致 % 前年の%

プログラム作成依頼 4ス 13.0 10.9

ピーク時の業務処理 81 22.5 22.1

マ シンタイムの借用 43 12.0 12.5

o

キ ー パ ン チ 141 40.0 38.6

オペ レーシ ョン依 頼 24 6.7 Z7

自社の能力以上 の業務 9 2.5 一

そ の 他 15 3.3 2.9

計 360 100.0 100.0

一29-一



(表23) 産 業 別導 入 後 経 過 年 数 別 、 最 近3ヵ 月

報㌶ 當 50万 円 未満 50万 ～100万 100～200 200～500

1年 未 満 2(33.3) 1(167) 0(0.0) 0(0.0)
第

二

1年 ～3年 8(55.2) 3(20.0) 1'(67) 1(67)

次
3年 ～5年 15(65.1) 1(4.4) 2(8.7) 1(4 .4)

産
5年 ～10年 5(15.2) 3(9 .1) 2(6.1) 2(6 .1)

業 10年 以 上 2(40.0) 1(20 .0) 0(0 .0) 0(0 .0)

合 計 32(390) 9(11 .0) 5(6.1) 4(4 .9)

第

1年 未 満 2(50.0) 2'(5α0) o(αo) 0(0 .0)

三
1年 ～3年 2(33 .3) 2(33.3) 1(16.7) 0(0 .0)

次
3年 ～5年 4(26.7) 4(267) 2(13.5) 1(6 .7)

産
5年 ～10年 1(50) 2(10.0) 2(10.0) 0(0.0)

業 10年 以 上 0(0.0) 0(0.0) 2(5α0) 0(0 .0)

合 計 9(18.4) 10(20,4) 7(14 .5) 1(2 .0)

1年 未 満 一() 一 一 一(

そ

の 1年 ～3年 0(0.0) oて αo) 0(0.0) 1(50 .0)

他

の
3年 ～5年 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0)

産 5年 ～10年 2(55 .3) 1(16 .7) 0(aO) 0(0.0)
業
10年 以 上 0(0.0) 0(0 .0) 0(0 .0) 0(α0)

合 計 2(222) 1(11.1) 0(0.0) 1(11.1)

,

全4

1年 未 満 4(40 .0) 5(30.0) 0(α0) 0(0 .0)

1年 ～3年 10(455) 5(2t7) 2(8.7) 2(8 .7)

産
5年 ～5年 19(50 .0) 5(13 .2) 4(10 .5) 2(5 .3)

5年 ～10年 8(155) 6(10 .2) 4C68) 2(3.4)

10年 以 上 2(20.0) 1(10 .0) 2(2aO) 0(0 ,0)業
合 計 45(30.7) 20(14弓) 12(8 .6) 6(4 .3)

(外 部 サー ビス機関の利用を して いる188社 中 回答社数140、 無記入48)

一一50-－
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の 外 部 委 託 費 用 分 布 ( )内%

P 300～400 400～500

,

500～1,000 ↑,000万 円以 上 、
1

、 合 計

1(167) 0(0 .0) 0(0.0) 2(33.5) 6(100.0)

0(0.0) 1(6 .7) 1(6.7) o(o.o) 15(100.0)

3(13.0) 0(0 .0) 1(4 .4) 0(0.0) 23(100.0)

3(9.1) 5(g1) 7(21 .2) 8(24.2) 53(100.0)

0(0 .0) 1(20 .0) 0(0.0) 1(20.0) 5(100.0)

7(8 .5) 5(6 .1) 9(11.o) 11(13.4) 82(100.0)

0(0.0) 0(0 .0) 0(0.0) 0(0.0) 4(100.o)

0(0.0) 0(0 .0) 1(16.7) 0(0.0)
.

6(100.0)
.

2(13.3) 1(6 .7) 0(0.0) 1(6.7) 15(100.0)

2(10.0) 1(5 .0) 4(2α0) 8(40.0) 20(100.0)

0(0 .0) 1(25 .0) 0(0.0) 1(25.0) 4(100.0)

4(8 .2) 3(6 .1) 5(10.2) 10(20 .4) 49(100.0)

一 一 「 一 一 一(100.0)

0(0.0) 0(0 .0) 1(50.0 .) 0(0.0)
、

2(100.0)

0 .(0.0) 0(0 .0) 0(0.0) 0(0 .0) 0(100.0)

0(0.0)
w

1(16 .7) 1(16 .7) 1(16.7) 6(10b.0)

0(0 .0) 0(0 .0) 0(0.0) 1(100.0) 1(10aO)

0(0.0) 1(1↑1) 2(222) 2(22.2) 9(100.0)

1(10.0) 0(0 .0) 0(α0) 2(20.0) 10(100.0)

0(0.0) 1(4 .4) 3(13.0) 0(0,0) 23(100.0)

5(15 .2) 1(・2 .6) 1(2.6) 1(26) 58(100.0)

5(85) 5(8 .5) 12(20.3) 17(28.8) 59(100.0)
,

0(0.0) 2(20 .0) 0(0.0) 3(・50.0) 10(100.0)

11.('z9) 9(6.4) 16(11.4) 2.5(16.4) 140(100.0)

一51一
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2,外 部 機 関 の 利 用 金 額 は 、 月 平 均100万 円 以 下 が 大 部 分 を 占 め て い るが

1000万 円 を こえ る も の も 相 当 あ るo(表25)

外 部 委 託 費ぱ 、50万 円 未 満5a7%、50～100万 円 未 満14.5%・

計45.0%で 、100万 円 以 下 が × 半 を 占め る。

一 方500万 ～1 ,000万 円 未 満11.4%、1,000万 円 以 上16・4%とi

相 当 大 き な比 率 を 占 め て い る の が 目立 っ て い る 。
◎

巳 ヨ ン ピ ・一 夕部 門 を別 法人 化 して し・るユ ーザ ーは 未 蝉 が 少 な し'・その

理 由 はは っ き り しこ傾 向 を示 して いな い。 採算 は とれ てい る。

《表24.25.26.27参 照)

コ ン ピュ_タ 部 門 を 別法 入 と してい る もの は4.6%に す ぎず 、 そ の理 由 ぷ

① 賞金 体 系上 、 ② 関 連 企 業の セン ターに な る ため 、 ③ 情 報 産業へ 進 出の ため・

な どが あ るが 、 枚が 少 ない の で 傾 向は わか らない 。

採 算 が とnて い る もの の 方 が 多 く(回 答16社 中11吐)、 こん ご独 立 さ

せ る 意志の あ る もの が5.2%を 示 してvaる 。

(表24)別 法 人 化 し て い る か 。

マ

社 数 %

し て い る

し て い な い

無 回 答

16

212

117

4.6

61.4

54.0

計 545 100.0

(表25) 別 法 人 化 の 理 由

労働時間上の問題

賃金体系上

その他の組合対策

スペシャリス トの採用

採算制明確化

余剰時間販売

関連企業のセンター

情報産業へ進出
計

3

4

一

3

2

4

5

注21

一32一

(注) 1社 で2つ 以 上の 回

答 をつ け た ので 、 合

計 は16社 を こえ る。
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(表26)採 算 が とれ て い るか

}社 数

と れ て い る

と れ て い な い

11

4

計 15

(表27)独 立 させ る意 思

社 数 %

あ り

な し

わか らない

無 回 答

18

78

111

138

5.2

22.6

32.2

40.0

計 345 100.0

4外 部 サ ービス機 関 を利 用 す る意 向は 非 常 に っ よ いoそ の理 由 はバ ッチ 委

託 な ど、 コン ピ ュー タ部 門 の運 営上 、 合 理化 を 目標 とす るものが 多いo

(表28)

外 部 サ ー ビス機 関 利 用の 意思 の あ る もの が42.6%、 な い もの は18.8%

となっており、 情報 処理 サ ー ビス 業へ の 需 要は大 き い。 利 用 の 理 由は 、 前年 と

同 じ く、 パ ン チ委 託 が最 も多 く、 つ い で計 算委 託 な ど運 営 上 の採 算 を考 え て

の 観 点 が 多 い。

運 用業 務 に つ い て

1.コ ン ピ ュー タの 適用 業 務、 利 用 水準 には 前年 と大 きな差 は認 め られ な いo

(表28)

昭和40年 か ら44年 まで に コ ン ピュ ー タ化 した 業務 の う ち、 最 も多 いの

は 営 業(19.3%)人 事 、 労 務(1Z5%)、 経 理 ・財 務(16.2%)在 軍

管理(15.7%)の 順で、 これは 前年 と全 く変 らな い。 業 務 処理 的 な もの と、



(表28)適 用 業 務 一 利 用 水 準別 、 業務 男・」の 現 状 と、 こん この

現 在まで(昭 和40年 ～44年)に のせた もの

計算 ・集計 ・プアイル 解析 ・予 測 ・計 画 合

生 産

11.4%

150

(65.8%)

78

160%(24.2) 12.7%

在 庫

164

215

(762) 15.8

67

(25.8) 15.7

営 業

194

255

(755) 18.9

?2
(265) 193

経 理 ・ 財 務

18.1

237

(81.1) 11.3

55

(1&9) 16.2

人 事 ・ 労 務

199

260

(82.2) 1t5

56'

(1ス8) 175

技 術 ・ 設 計

73

97

(6t4) 12.5

61

(38,6) 8.8

企 画 ・ 調 査

5.9

78

(55.7)・ 14.4

70

(44.5) 8.2

広 告 ・ 宣 伝

1.5

20

(7t4) 1.6

8

(286) ↑6

計 100.0 1,312

(72.9)

100.0 487

(271)

100.0

一34-一
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3カ 年 一

こ ん ご3年 間 に の せ る も の

計 計算 ・集計 ・ファイル 解析 ・予測 ・計画 合 計
、

228

(]100・ 吟

%

170

71

(473%)

…79

…

15.6%i(52.7%) 15.0%

150

(100.o%)

282

(100・0殉 15.1

63

(394)' 16.7

97

(60.6) 16.0

160

(100.0)

347

(100・0プ 10.1

42

(28.6)9 18.0

105

(71.4) 14.7

147

(100.0)

292

(100・0～ り 199

83

(48.5) 15.1

88

(51.5) 1z1

171

(100.0)

316

(100・0%) 11.8

49

(3Z7) 13.9

81

(625) 13.0

て30

(100.0)

158

(100・0%) 8.9

37

(43.5) 8.2

48

(56.5) 8.5

85

(100.0)

.

148

C100.0%) 12.2

51

(42.9) 11.6

68

(571) 12.0

119

(100.0)

'28

(∫100.0り 5.0

21

(56.7) 2.51

16.

(45.5) 3.7

37

(100.0)

1,799

( .100・0拘

100.0 417

(41.7)

100.0 582

(58・3)

100.0 999

(100.0)
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計 画 ●予測 的 な もの との 割合 も、 廷 ぼ 同 じで あ る。

こん ご5年 間 に コ ン ビューs化 したい もの に つ い て も、 経 理 、 財 務、 在 庫

管理 、 と順位 は 変 らず 、生 産管 理 を コン ピュ ー タ化 した い 比 率 が 高 くな っ て

い る(前 年 は第5位)こ とが 注 目さnる 。

利 用 効果 につ い て

1.コ ン ピ ュータ利 用 の効果 を常時 測 定 して い るユ ーザ ーは まだ 少 な い○

(表29、50)

利 用効 果 を測 定 してvaる もの は24.6%、 行 な.って い ない もの が63.5%

で、 常時 効 果測 定を 行 な って い る もの は ま だ 少 ない。

一 万 、 効 果 を金 額 に換 算 した場 合 、年 間1億 円 以下 が 最 も多 く27社 、1

億 円以 下 が 最 も多 く27社 、]億 ～5億 円未 満 が13社 、10億 以上 と答え

た もの は3社 に す ぎ ない。

(表29)利 用 効果 の 測定

1仕 数 %

測定 している

していない

無 回 答

85

216

41

24.6

65.5

11.9

計 345 100.0

(表30) 利 用 効 果 の 金 額 換 算

～

'

1億累
補 い蹴

3～5億 円

未満 ・
一5～10億円 未 満 10億

円 じ』F
計

第2次 産業

第3次 産業

そ の 他

20社

6

1

7社

5

1

5社

2

一

一

1

1

1

2

一

5τ

16

3

計 27 13 5 2 3 50

一56一



プ ロ グ ラ ム に つ い て

●

1、 ア プ リ ケ ー シ ョン ・プ ログ ラ ム は ほ と ん ど 全 部 、 自 社 開 発 で あ るoサ ブ

ル ー チ ン 、 シ ス テ ム 。プ ロ グ ラ ム も 自 社 開 発 が 相 当 多 く、 コ ン ピ ュ ー タ メ

ー カ ー に 依 存 す る 比 率 は 予 想 外 に 低 いoユ ー ザ ー の プ ログ ラ ム・開 発 能 力 は

極 め て 高 いo.(表31)

.ア プ リ ケ7シ ヨ ン ・ ズ ロ グ ラ ム は 、.事 務 的 処 理 は も ち ろ ん 、 最 適 化 、 ス ケ

ジ ュ ー リン グ か ら数 値 計 算 に 至 る まで 、 自 仕 開 発 が 圧 倒 的 に 多 い 。 サ ブ ル ー

チ ン も 、 メ ー カ ー 依 存(10.4%)よ り 自 社 開 発(28・1%)が 多 く、 シ ス

テ ム ・プ ロ グ ラ ム(自 仕11.9%、 メ ー カ ー 依 存19.1%)s言 語 プ ロ グ ラ

ム('自tr5.8%、 メ ー 仁 依 存 .18.8%)だqが 、 メ ー カ ー 鮪 が 多 い.

要望事項の主なる意見

6

ユ,政 府 に対 す る要 望

●

●

通 信 回 線利 用の 自由化 と 料金 引 き下 げ

コ ン ピュ ー タ教 育機 関の 整 備充 実

官 公 庁 報 告 書の 書式 の統 一

コ ー ドの 統一 促 進

ハ ー ドウ エアの 互換 性 指 導
三

谷 種統 計 資 料の 民 間へ の 提供 、 政府 関 係 デ ー タの一 元 化

2.コ ン ピ ュ ー タ 。メ ー カ ー へ の 要 望

・ メ ー カ ー 間 に ●rナ る 本 体 ・周 辺 機 器 イッ タ ー フ エ イ ス の 標 準 化

・ ソ フ ト ウ エ ア 、 ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ の 廃1発 促 進

用 語 の 統 一

一57-
.



(表31) プ ロ グ ラ ム の 詞 発 主 体

ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ プ

管 理 業務

処 理

事 務処 理 予 測 問 題 最 適 化

問 題

ス ケジ ュー

リング計画

社 内 226

(655%)

278

(80・6)

110

(31.9)

64

(18.6)

57

(165)

コ ン ピ ュー タ 。 メ ー カ ー 一

一

1

(o.5)

4

(1.2)

5

(14)

2

(a6)

外 部 サ ー ビ ス 機 関 1

(o.3)

一

一

1

(o.5)

1

(a3)

一

一

メ ー カー と の 共 同 2

(0.6)

11

(0.3)

1

(o、3)

1

(0.3)

1

(o.3)

サ ー ビス 機 関 と共 同 2

(0.6)

5

(o.9)

2

(0.6)

2

(0.6)

一

一

そ の 他 一

一

一

一

一

一

一

一

1

(O.5)

無 回 答 114

(350)

62

(1&0)

227

(65.8)

2フ2

(78.8)

284

(82.3)

計 545

(10α0)

345

(100.0)

345

(100.0)

345

(100.0)

545

(100)

●

●

●

●

価格 の 引 き下 げ

保 守要 員派 遣 体 制 な ど サ ー ビス 体 制の 整 備

ハ ー ドウ ェアの 高性 能 化 、 随 い易 い機 器 の 開発

事 故 保 険制 度 の 設 置

3.所 属業 界 団体 に対 す る要 望

・ デ ー タの一 元 化、 プ ロ グラ ムや 情報の 共 同利 用

一58-一
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ロ グ ラ ム サ ブ ■

ル ー チ ン

シ ス テ ム

プログ ラム

言 語 プ ロ

グ ラ ム

数 値計算 そ の 他

112

(32.5)

50

(8.7)

97

(28.1)

41

(11.9)

20

(5.8)

5

(1.4)

2

(o.6)

36

(1a4)

66

(19.1)

65

(18.8)

一

一

一

一

1

(0.3)

一

一

一

一

1

(05)

1

(0.3)

10

(29)

11

(3.2)

2

(o.6)

一

一

1

(0.3)

一

一

1

(0.3)

一

ー

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

227

(65.8)

511

(90.1)

201

(58.3う

226

(65.5)

258

(74.8)

545

(10α0)

345

(100.0)

545

(100.0)

345

(100.0)

345

(100.0)

・ 標 準 化の 娃 進 、統 一 伝 票 の 便用促 進

・ 通 信回線 自由化の 債 極 的 猛 進

・ 磁 気テ ー プの 法 定台 帳 認 定

・ 海 外 調査 団 の 増強 と報 告の 公 開

4.当 協会 、 ユー ザー 会へ の要 望

・ コ ン ピュ ー タに関す る債極 的啓 蒙 活 動

一一59-一



●

●

●

●

●

政府 と民 間 との パイ プ と しての 機 能発 揮

ア プ リケー シ ョンや、 プ ロ グ ラムの 紹介 と流 通化

・凋査 の 統一

ソ フ トウエ ア 市場の 確 立

各 種標 準 化の 促 進

70年 代 の コ ン ピ ュ ー タ リゼ ー シ ョ ン 展 望

1.コ ン ピ ュー タ リゼ ー シ ョンは 急速 に進 展す る0

1970年 代 の 初 めに あ たつ て、 当協 会 は わが国 の コ ン ビ=L－ 夕 ・ユー ザ

ーが、 わ が国 の コ ン ピュー タ技 術 や利 用 水準 は ど こ才 で進 歩 す る とみ てい る

か、 コ ン ピュ ー タ リゼー シ ョンば ど とま で普 及 す る と感 じてい るか に つい て

聞 いて みた。

質 問は、(1)経営 システz.vaつhて ②教育労 働関係 ③ スペ シャ リス トについ て

(4、情報 流 通 、 情報(処 理)サ ー ビス につ い て 旧 通 信 回 線 につvaて(6)法 律

関 係(7)産 業 励 向(8)ソ フ トウ エア(9)ハ ー ドウエア と広範 にお よんでいる

が、 ソ フ トウ エア とハ ー ドウ エ アにつ い ては 、 ア メ リカで 先年 行 な った 「シ

ー ア法 」の 質 問 の 中 か ら関 心 の 深 い もの を選 ん だ。

そ の 結果 につ い て み る と、 わ が国の コ ン ピュ ー タ ・ユ ーザ ーは、70年 代

の 中期 か ら後期 に か け て急 速 に わ が国 の コン ピュ 一 夕 リゼ ー ン ヨンは 進 展す

る とみ てい る。 そ の 見方は あ る い は 「余 りに も楽 天 的 す ぎる 」とさ え思 える

優 どで あ る が、 そ れ だけ コン ピュー タの 効用 にか け る期 待 が 大 きい と も言 い

得 る。

ユー ザ ーの 予 測 を 問 題別 に み て行 くこ とにす る。

ず

奄

8

2.MISは70年 代 に大 幅 に普 及 す る と予 想 す るも のが8割 に及 ぶo

MISを 自爆 と して、 「コ ン ピュー タ と通 信 ンステ ム の 結合 した 経 営 シス

一40一



テ ム 」や 「意思 決 定モ デル 」は 、78～85%に 達 す る 人 々 が70年 代 に普

及す る と答 え て い る。 そ の普 及の 時 期 に つ い て も、 大 企 業で は70年 代 初期

に 始 ま り、 中期 には 中企 業 に も波 及 して 次第 に一 投 化 す る とみ られ て い る。

外 部 デ ー タの 利 用に つい て も、 「公 共機 関 の デ ー タフ ァイル 」が 民 間 に 広

ぐ利 用 され る と予想 され てい る(774%)初 期 中期 に は オ フ ・ ライ ンで・

後期 には オ ン ・ライ ンで利 用 され る とみ て い る。

また 「PPBS」 が民 間 に も普 及す る とみ てvaる もの は 半 数で 、 他 の質 問

に く らべ や や 比率 が 低 い。 その 時 期 も中期 か ら後 期 にか け て とみ られ て いる。

プ ロセ ス ・コ ン トロール は広 く普 及す る が 大 企 業 では70年 代 の 初 期 か ら

取 り 入aら れ、 中 企 業 は 旬 期}!、 小 企 業は 後 期 か ら80年 代 にかけ て と、 経

営 規模 に よっ て次 第 に普 及の朗 朗 が 恥 くれ る とみ られ て い る。

(1)経 営 シス テ ム

㈲ コ ン ピュ ー タ と通信 シス テ ム を 結合 した 経 営 システ ムが普 及す るの は

?

'

社 数 %

普 及 す る

普 及 し な い

わ か ら な い

無 回 答

276

2

8

39

85.6

0.6

2.3

11.3

1計
545 100.01

■

普 及する場合の時期 は?

初 期 中 期 後 期 無回答
計

社数 % 社数 % 社数 % 社数 %

大 企 業

中 企 業

小 企 業

17/

28

2

60.0

95

0.7

95

151

47

22.1

51.0

16.0

]7

88

て04

6.0

50.0

585

7

29

イ43

1.9

96

44.8
1

2ヲ6

296

296

一..41一



遠 隔 情報 処理 シス テ ムは 、70年 代 に普 及す る と予 想 して い る もの が85 .6

%に 達 してvaる 。普 及す る時 期 は 、大 企 業で70年 代 の 初 期 とみ る もの が 大

半(60・0%)を 占め 、 中企業 では 、 中期(51 .0%)か ら後期(50 .0%)

にか け て、 小 企 業 まで波 及す るの は ア0年 代の 後期(58.5%)と み られ て

い る。

(b)意 思 決 定のモ デ ルが、 つ ぎの どの 条 件 で普 及 します か。 そ れ は いつ ご

ろで す か、

社 数 %

普及する

普及 しない

わか らない

無 回 答

272

7

22

44

78.8

2.0

6.4

12.8

計 545 100.0

初 期 中 期 後 期 無 回 答

計社 数 % 社 数 % 社 数 % 社 数 %

限 られた範囲で

あるてい ど一般化

大 幅 に

101

5

1

370

1.8

0.4

108

80

11

597

294

4.0

35

69

47

12.8

25.4

1Z5

28

118

213

10.5

454

78.3

272

2フ2

272

■

意 思決 定モ デル は 、 初 期(3ZO%)か ら中期(59 .7%)に か け て 「限

られ た範囲 」で普 及す るが、 「あ る て い ど一 般 化 」す るの は 中期(29 .4%)

か ら後期 に か け てで あ る とされ て い る。 「大 幅 に 」普 及す るの は後 期(17 .5

% ,)以 降80年 代 に 入る とみ て いる の か、 無回 答 が 圧 倒 的 とな る。

ξ

同 気 象 情報 、 労働 市場 情 報、 通 産 情 報 な ど国家 あ るい は 公 共機 関 所属 の

デー タ フ ァ イル を利 用で きるの はい つ ごろ で すか 。

一一42一



■

社 数 %

(70年 代 に)

利用 で きる

利用 で きない

わか らない

無 回 答

267

6

29

43

77ヨ

1.7

8.4

ご12
.5

計
i345
'

100.0

τ

初 期 中 期 後 期 無回答 計

社数 % 社数 % 社数 % 社数 % 社数 %

オ ンラインで

オフラインで

12

61

8」

229

77

112

25.2

42D

1η

36

45.8

1己9

61

58

229

21.6

267

267

100.0

100.0

公 共 情 報 を 民 間 で 自 由 に 利 用 で き る よ うに な る とみ て い る も の が 圧 倒 的 に

多 い(77・
.4%)が ・ まず オ フ ラ イ ンで 利 用 す る よ う に な り(初 期22.9%、

中 期42.0%)、 つ い で オ ン ラ イ ン 利 用 に 移 る(中 期25.2%b後 期45.8

%)と み られ て い る 。

●

β

(d)国 家 澄 よび 産 業界 で もPPBSの 効果 的 利 用 が行 な われ るの は い つ ご

ろですか 。

初 期 中 期 後 期

社 数 % 社数 % 社数 % 社数 %

行 なわれる

行 なわれ ない

わか らない

無 回 答

205

19

62

59

594

5.5

18.0

1ス1

17 91 114 556 74 363

計 345 00.0

一43一



PPBSの 手法は 、70年 代 に民 間 企 業の 経 営 手法 となる とみ る もの が大

半(59.4%)で あ る。 そ の 時 期 につ い ては 中期(55.6%)と す る もの が

過半 数 で、 つ いで 後期(36.3%)と 予 想 してvaる もの が多va。

(e}コ ン ピ ュ ー タ に よる プ ロ セ ス コ ン ト ロ ー ル が 普 及 す るの は い つ ご ろ で

す か 。

社 数 、%

普 及 す る

普 及 し な い

わ か ら な い

無 回 答

280

2

16

47

81.2

0.6

4.6

13.6

計 547 100.0

初 期 中 期 後 期 無 回 答 計 〉

社数 % 社数 % 社数 % 社数 % 社数 %

大 企 業

中 企 業

小 企 業

179

24

6

659

8.6

21

86

155

27

50.7

55.4

96

13

70

75

4.6

25.0

26.8

2

31

172

0.7

11.1

61.4

280

280

280

一
100.0

100.0

100.0

70年 代 に プ ロセ ス コ ン ト ロー ル は 広 く普 及 す る(81.2%)と み る もの

が 圧 倒 的 で あ る.大 企 業 に お い て は70年 代 初 期 か ら(6.5.9%)中 期 に か

け て(30.7%)ほ ぼ 行 き わ た り、 中 企 業 で は 、 中 期(55.4%)か ら 後 期

に か け て(25.0%)普 及 す る とみ ら れ て い る が 、 小 企 業 に ま で 普 及す る の

は 後 期(26.8%)か ら 以 後 に な る(無 回 答61.4%)と さ れ てvaる よ うで

あ る 。

、

つ

◆

3.コ ンピ ュー タ教 育 は必 修 課 目 とな るo

コ ン ピュー タ教 育は 、70年 代 に 「必修 科 目 とな る 」とみ る もの が84.1

%に 及ん でい るが 、大 学 の 必 修科 目に取 り入れ られ るの は 初期(52.4%)

一一44一



胞

か ら とみ らnて い る。 高 校 では や や 分 くれ(初 期39・0%・ 中期45・2%)中

学 、 小学 校 に 普 及す るの は さ らに ● 〈れ る とみ て い る。

「コ ン ピュ ー タ とテ レ ビが結 合 した教 育 」も70年 代 に普 及(67・0%)す

る が、 時期 は 中期 以降 とされ てい る。

労働 関 係 で は、70年 代 には 「週2日 制 」が一 般 化 す る(86・1%)し ・

fベ アの 基準 を きめ る 」に も、 大 半 が 「労 痩 ともに コン ピュ ー タを1更 う よ うに

な る 」(58.7%)と して いる。

、

(2、 教 育労 働 関係

(、)学 校 教 育 の 中ヘ コ ン ピー 微 音 が 導 入され ・ 必修 科 目 とな るの は い

つ ご ろで す か。

ピ

社 数 %

必修課 目となる

な らない

わか らない

無 回 答

290

24

14

17

84.1

70

4.1

4.9

計 345 100.0

初 期 中 期 後 期

1

無 回 答 計

社数 % 社数 % 社数 % 社数 % 社数 %

大 学

高 校

中 学

小 学

152

113

17

10

52.4

390

5夕

5.4

90

131

90

17

51.0

45.2

51.0

59

24

45

59

41

8.5

15.5

20.3

14.1

24

1

124

22

'

8.3

0.3

42.8

76.6

290

290

290

290

100.0

100.0

100.0

100.0

コ ン ピュー タ教 育は 、70年 代 に学 校 の 必修課 目 と して 取b入 れ られ る と予

想 して い る もの は84.1%に 達 して い る。

大字 で取 り入nらnる の は 、70年 代 の初 期 とみ る もの52.4%、 中期 とみ

る もの31.0%と 、8割 までが 後 期 を またず に 必修 科 目に な る とみ てい る 。 高

.校に取 り入れ られ る とす る もの も これ に似 て 、 初期59・0%・ 中期45・2%と

一45一



`

な っ て い る が 、 曲 学 に ま で コ ン ピ ュ ー タ教 育 が 普 及 す る の は 、 中期31 .0%、

後 期20.3%と やopeaて い る 。 無 回 答42.8%と な っ て い る の も 、 そ の 傾

向 を 示 して い る 。 小 学 校 に まで 普 及 す る とみ る もの は 、 急 激 に 数 が 減 少 し て
、

初 期3.4%、 中 期5・9%、 後 期14 .1%に す ぎ ず 、 無 回 答 は76.6%に 及 ん

で い る 。

㈲ コ ン ピ ュ ー タ と テ レ ビそ の 結 合 に よ る故 育 が 普 及す る の は い つ ご ろ で

す か 。

社 数

「

%

初 期 中 期 後 期 無回答 計

社数% 社数 % 社数 %
1

社数 % 社数

一

%

普 及する

普及 しない

わからない

無 回 答

231

24

59

31

670

ZO

1ス1

90

24104 121 524 83 359 3 13 231 100.0
》

コン ピュー タ とテ レ ビが 結び つ い

て、教 育 に利 用 される とみ るの は

6ZO%に 達 して いる が、 そ の 時 期
計 345 100.0

は 中期(52・4%)か ら 後 期(35.9%)に か け て と み られ て い る 。

(c)週5日 制が 一 般 化 す る の は い つ ご ろ で す か 。

社 数 %

一般 化する

一 般化 しない

わか らない

無 回 答

297

28

10

10

86.1

8.1

2.9

2.9

計 545 100.0

初 期 中 期 後 期 無 回答 計

社数 % 社数 % 社数 % 社数 % 社数 %

大企業

中企業

小企業

153

54

15

51.5

11.4

5.1

105

141

81

354

475

2Z5

37

62

77

12.5

20ρ

259

2

60

124

0.6

20.2

41.8

297

297

297

1005

100.0

100.0

一一46一
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週5日 制 は 、 コ ン ピ ュ ー タの 普 及 に よ っ て70年 代 に 広 く一 般 化 す る(86 .1

%)と み らaて い る が 、 そ の 時 期 は 、 大 企 業 に1・ts)LAては 初 期(51 .5%)、 中

期(35・4%)と 前 半 に 比 重 が あ り、 中 企 業 で は 中 期(4Z5%) 、 後 期

(20・9%)と 後 半 に 比 重が あ る 。 小 企 業 も 同 じで あ る が 、 予 想 の 比 率 は 低 い
。

(中 期27.5%、 後 〉男25.9%)

(d)べ{ス ア ソプの 基 準 を決 め るた め に、 労 演双 方・が ユ ン ピュ一 夕 を使 うの

が一 般 化 す るの は い つ ご ろで す か。

●

社 数%

1

一般化する

一般化 しない

わか らない

無 回 答

20158.3

5114.8

5114.8

42122

計 345100.0

初 期 中 期 後 期 無回答 計

社数 % 社数 % 社数 % 社数 % 社数 %

大企業

中企業

小企業

76

11

4

5Z8

5.5

2.0
1

96

88

19

4Z8

43.8

95

26

58

44

129

289

21.9

3

44

1
1134

1.5

21.9

667

201

201

201'

100.0

100.0

100.0

`

コ ン ピュ ー タで、 べ ・アの 基 準を 労r吏双 方 が 決 め る よ うに な る 可能性 は、

70年 代 に58 .3%と 大 半が 予 想 して い る。

そ の時 期 は、 大 企 業 に 恥い ては初 期(3Z8%)か ら 中期(4Z8%)に か

Oて の 予想 が 高 く、 中 企 業で は 中期(43.8%)か ら後期(28.g%)と み ら

nて い る。 小 企 業 では 慶朗(21 .g%)に も未 だ比 率 は 低 い。 大 半 は そ れ以 後

とみ て い る よ うで あ る。

.-47一



4.ス ペ シ ャ リス トの 地 位 は 向 上 す る が 、 そ の 不 足 は 深 刻 化 す る0

70年 代 に 、 コ ン ピ ュ ー タ要 員 は ス ペ ン ヤ リス ト と し て の 地 位 を 確 立 す る

(68.7%)が 、 そ の 不 足 は 、70E代 初 期 か ら極 め て 深 刻 化 す る と さnて

い る 。 そ の 状 況 は プ ロ グ ラ マ、 ン ス テ ム ・ア ナ リス ト、 ン ス テ ム ・デ ザ イ ナ

ー と も に変 ら な い 。

(3)ス ペ シ ャ リ ス トに っ い て

(a)コ ン ピュ ー タ 要 員が ス ペ シ ャ リ ス トと し て 職 業 的 地 位 を 確 立 す るの は

い つ ご ろ で す か 。

社 数1%

地位 を確立する

1地 位は確立できぬ

わ からない

無 回 答

25768.7

4111.9

216.1

46153

計 }345100.0
一.

1 初 期 中 期1 後 期 撫 計

L

社数 % 社数 % 社数 % 社数 % 社数 %

プ ロ グ ラ マ

シ ス テ ム ●ア ナ リス ト

シ ス テ ム ・デ ザ イ ナ

98

73

74
～

4t4

30.8

31.2

78

116

口15▲

329

489

48.5

16

36

37

68

15.2

15.6

45

12

11

189

57

47

257

257

237

10巳0

100.0

10α0

コ ン ピュー タ要 員は70年 代 に ス ペシャ リス トと しての 地位 を 催立 す る と

予想 す る もの が6a7%に 達 して い る。 そ の 時期 は ・ プ 『グラ マ・ ンステ ム

アナ リス ト、 ンステ ム デ ザ イナ ー ともに初 期か らtUASと70年 代 前半 に到来

す る とみ られ て い る。

㈲ コン ピュ → タ ・ス ペ ン ヤ リス トの 不足 が深 刻 化す るの は い つ ご ろで

すか。
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1;

社 数 %

初 期 申'期 後 期 無回答 計i

社数 % 社数 % 社数i% 社数 % 社数 %

深刻化する

深刻化 しない

わからない

無 回 答

233

41

19

52

6ス5

11.9

5.5

15.1

160 68.7 66 28.5 7 5.0 一 一 255 100.0

計 345 100.0

●

コ ン ピ ュ ー タ、 ス ペ シ ャ リス トの 不 足 は 深 刻 化(6Z5%)し 、 そ の 時 期

は70年 代 の 初 期 に来 る(68.7%)と み る も の が 圧 倒 的 で あ る 。

5.情 報産 業 は発展 す るが、 キ ャ ッシ ュ レス ソサ エテ ィは70年 代 よ りお く

れ るo

情報 処理 サ ー ビス菜 や1情報提 供サ ー ビス 業は70年 代 に一 般 化 し、 情報 産

業は 発 展す る が、 しか しキャ ッ シュ レス ・ソサ エテ ィに つ い ては 、70年 代

には 実 現 しな い(52.8%)と み る もの が 多 い。 通 信 回線 の 開放 の 時期 と も

大 きな1翼係 が あ る。

●

`

社 数 %

初 期 1 0.5

中 期 55 15.4

後 某月 99 28.7

70年 代 にはならぬ 115 52.8

絶対にな らない 15 5.8

無 回 答 66 191

計 345 100.0

(4)情 報 流通 。情報(処 理)サ ー ビス にっ い て

(a)キ ャ ッ シ ュ レス ・ソサ エテ ィに なる の は いつ ごろか。

キヤ ッ ンユ レス ンサ エテ イは70

年 代 に は来 な い とみ る もの が多 数 を

占め(32.8%)て い る。70年 代

に実現 す る とみ る もの も、 後 期 とみ

る もの が多 く(28.7%)、 中期 以

前 ζの 意 見 は 少 な い。

そ の 理 由 とす る と ころは、 銀 行 関

係 を 中心 に ク レジ ッ トは 次第 に普 及
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レつ つ あ る が ・社 会 慣 行 は 中 タ変 化 し π ぐい し、 小額 の 支 払 い な ど は

や は り現 金 が 必 要 だ と い う も の が 多 い 。

ま た キヤ ソ ンユ レス が 完 全 にで き る僑 ど通 信回 線 は!荊放 され ない とみ る もの

も多 い。 ,・

(b)情 報 処理 サ ー ビス 企 業 が一 投 化す るの は いつ ご ろか らです か。

情報 処理 サ ー ビス 企 業は70年 代

には 広 く普 及す る とみ る もの が圧 倒

的 で、 その 時 期は 、 初 期(1Z4%)

か ら中期(42.9%)後 期(20.g

%)と 中期 をヤマ とみ てveる 。70

年 代には 一 般 化 しな い とみ る もの は 、

わ ずか2.6%に す ぎな い。

社 数 %

初 期 60 1Z4

中 期 148 42.9

後 期 72 20.9

70年 代 にはならぬ 9 2.6

絶対 にな らない 一 『

無 回 答 56 162

計 345 100.0

●

(c)情 報 提供 サ ー ビス 企業 が一 般 化す るの は いつ ごろで す か。

情 報提 供 サ ー ビス 企 業 も、 中期

(3Z4%)ve・ らi麦期(54.8%)

にか け て 一 投 化す る とみ られ、 情報

産 業の盛 期 は70年 代 後半 に到 来 す

る と予 想 され て いる。

社 数 %

初 期

中 期

後 期

あま り変化がない

無 回 答

22

129

120

18

56

6.4

5Z4

348

5.2

16.2

計 345 100.0

6.情 報ネ ッ トワ ーク の普 及 は70年 代 の後 期 にな るo

通 信回 線 の 利 用は 普 及す る。1万 ボ ー以上 の 高速 回 線 も、70年 代の 中期

以 降 には一 般 的に 利 用 さ れ る よ うに な る し、 後 期 にな れば コン ピュー タの 入

出力 に無 線 伝 送 も実 現 さ れ よ う。

い ろvaう な 企 業や 、 他 産業間 の 情 報 ネ ッ トゥ ー ク も、70年 代 後期 に は普

及す る だ ろ う とみ られ てい る。

しか し一 方 では、 そ れ だ けの ネ ッ トワークを設けるだ けの 必要 が あ るか ど う
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か、 爽 間が あ る とい う意 見も意 外に 多 い。

●

`

旧

社 数 %

初 期

中 期

後 期

無 回 答

31

116

127

71

90

356

368

20.6

計 545 100.0

(a)伝 送 速 度 が1万 ボ ーを こえ る回線 の 一 投 的 利用 が 実現 す るの は い

つ ごろで すか 。

現 在 は2400ボ ー が最 高 で あ る

が、70E代 の 中期(55.6%)か ら

後期(36.8%)に かけ て、1万 ボ

ー以上 の 回線 が サ ー ビス され る で あ

ろ う とみ る もの が 多 い。

(b)コ ン ピュ ー タの 入出 力 デ ー タの 無 線 伝 送 が一 投化 す るのは い つ ご

ろか らで す か 。

イ ン プ ソ トデ 一 夕や ア ウ トプ ッ ト

デー タ が無 線で 送 られ る時期 は 、 後

期(42.6%)以 降 とみ る 向 きが多

いが、一般 化 しない とみる もの20%に

お よぶが その理 由 として あげ られている

のは無 線 の 周 波数 帯 域 に 制限 が あ る

こと、 無 線 は公 共 関係 に使 わ れ、 一

般 に は 公 開 さaな いだ ろ う、 した が っ て特 殊分 野 のみ に1患われ、 コ ス ト的

に も普 及 しな い だろ う、 とい うこ とが あげ られ て い る。

社 数 %

初 期

中 期

後 期

一般化 しない

無 回 答

3

42

147

69

84

0.9

12.2

42.6

20.0

24.5

計 545 100.0

社 数 %

初 期

中 期

後 期

普及しない

無 回 答

50

97

110

50

58

8.7

28.1

51.9

14.5

16.8

計 545 100.0

(c)異 種 企業 聞 のll吉報 ネ ッ トワ ー クが普 及す るの は いつ ごろで す か。

70年 代の 中期(28.1%)、 後

期(31.9%)に は 、 異 種 企 業の 聞

に もネ ッ トワー クが普 及す る とみ る

向 きが 多 い。 普 及 し ない とみ る もの
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も14.5%に 達す るがvそ の理 由 と して あげ られ てい るのは 、 系列 企 業 な ら

別 だが 、そ れ 以 外 は ネ ソ トワ ー クを 設 け る だけの 価 値 が 認 め られる か どうか

わか ら ない とい う こ と、 秘 密保 護上 の 問 題 が あ る こと、 寛 々 公 社 が開放 しな

い だ ろ う、 な どが あげ られ てい る。

(ω 異種 産業 の 情 報 ネ ソ トワ ー クが普 及す るの は いつ ご ろです か。

中 期 とみ る もの18%、 後 期 には

実 現 す る とみ る もの41.2%と な ・っ

て い るが 、 普 及 しない とみ る もの も

15.9%に 及ん で い る。

普 及 しな い 理 由 と して あ げ られ て

い るの は、 デ ー タバ ン ク を利用 す る

方 が 便利 で ある とvaう こ と、 系列1扇係 以 外に は あ ま り劇心 が なva、 とい うこ

とが あげ られ てい る。

i

}社 数
|

%

初 期

中 期

後 期

普及しない

無 回 答

10

62

142

55

76

2.9

1&0

4t2

15.9

22.0

計 345 100.0

●

7.法 律面 で も、 コン ピ ュ ータ利 用 が進 むo

コ ン ピュ ー タ利 用 が進 む と、 法 律 上 に もい ろ い ろ な方 面 にか かわ りが で き

て くるの は 当 然で あ る。

現 在 も商法 改 正で 問 題 とな つて い る磁 気 テ ー プや 磁 気 デ ィス クが、70年

代 中期 には 法 定帳 傍 と して認 め られ る とみ られ て い る。

コ ン ピュー タを 使 って裁 判 を早 く行 な う こ と も、部 分 的で は あ ろ うが後 期

には 実現 す る だろ う。 ンフ トゥェ ァの 特許 権 も、 中期 以降 には 認 め られ る と

す る意 見が多 い が、 一 方 で は そ れを 否 定す る 声 もある。

4

(6)法 則

(a)磁 気 テ ー プ(あ るvaは ディス ク)な どが 法 定帳 簿 と して認 可され る

のは いつ ご ろです か 。
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,

社 数 %

初 期

中 期

後 期

許可されない

無 回 答

63

146

55

50

51

18.3

42.3

15.9

8.7

148

計 545 100.0

初期 とす る もの18.3%、 中期 が

一 番 多 く42 .5%、 後期 が15.9%

で、70年 代 には 法 律 的 に 認め られ

る とされ て い る。 商 法 改 正 まで も う

一 歩 で あ る とみ る 向 きが 多 い。

社 数 %

初 期

中 期

後 期

実現 しない

無 回 答

15

86

152

55

57

4.3

24.9

585

15.9

165

計 345 100.0

㈲ コン ピュー タ裁判 の 実現 は いつ ごろ です か。

中期 とみ る もの24.9%、 後 期 と

み る もの は58.5%で 、70年 代 の

実現 を 予 想す るのは65.2%に 達 し

て い る が、 普 及 しな い とみ て い る も

の(16.5%)の 理 由は 、 そ の 範 囲

は 狭 く、 交通 事故 の 裁 判 て い どに す

ぎな い だ ろ うとい うこ とで あ る。

r

`

(c)ソ フ トウ エアの特 許 権 の確 立 は い つ ごろで す か 。

中期 とみ る もの が最 も多 く51.9

%、 後期 が16.5%と な って い る が、

70年 代 には 特 許権 が確 立 され な い

とみ る もの も24.9%に 達 す る。

社 数 %

初 期 35 10.1

一 ㎡

中 期 110 519

後 期 57 16.5

確立しない 86 24.9

無 回 答 57 16.5

計 545 100.0
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8.国 際 競争 は激 化 し、 企 業 の再 編 成 が 進 む で あ ろ う0

70年 代 には、 国際 競 争 が 初期 か ら激 し くな り、 企 業格 差 もい よい よ大 き

く左 り(7Z4%)、 資 本 の 集 中や 系列 化 も進 展す る とみ てvaる 。70年 代

は 経 営 の 面で も激 励 と変 革の 年 で あ る よ うで あ る。

(7)産 業 動 向

(a)国 際 競争 が激 化す るの は いつ ごろで す か 。

企 業の 国 際 競 争は 、70年 代 に入

って す ぐ激 化す る とみ る もの が 半分

に達 す る(49.3%)。 中期 が29 .

%で 、 中 頃 まで に7&5%が 競争 激

化 とみて い る。 競 争は 激 し くな らぬ

とみ る もの は 殆ん どな い(06%)

激 動の 時 代 の特 色 を示 してい る。

社 数 %

初 期

中 期

後 期

激化 しない

無 回 答

170

100

7

2

66

493

290

2.0

0.6

191

計 545 100.0

社 数 %

思 う

思わない

無 回 答

267

26

52

7Z4

Z5

15.1

計 545 100.0

㈲ × 企業 と中小 企業の 格 差が 大 き くなる と思 い ます か。

格 差 が 大 き くな る とみ る もの が大

半(7Z4%)を 占め る。 中小 企業

対 策が 必 要 とされ る所 以 で あ る。 コ

ン ピュ ー タ利 用の 上 で も格 差は 太 き

ぐな るで あ ろ う。

司

了

(c)資 太 の 集 中化 ・系列 化 が進 展す る と思 い ますか 。
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一,`

社 数 %

思 う

思わない

無 回 答

282

13

50

8t7

5.8

14.5

計 545 100.0

81.7%ま で が 、70年 代 に 資本

の 集 中、 系列 化 が進 展す る と予想 し

て い る。

9・ 社会 生 活 の各 方面 に コン ピ ュー タが 利 用 され るよ うにな るた め の ソ フ ト

ウ ェア 開発 は、70年 代 の後 期 に重 点が おか れ る。

(1)交 通 関 係

都 市 交 通 は、 コ ン ピュ ー タ ・コ ン トロール が70年 代 中期 に は 実 用化 す る

が・ レーダ ー誘 導 無 人 自助車 や 、 自助車 の 自動操縦 シス テ ムな どは 、 後 期 か

ら80年 代にか か らな け れ ば 実 現 しな い とみ られ て い る。

(2)医 療 関係

病 院 の 看 護婦 に代 る患 者保護 ンステ ムや、 計 量診 断学 に よる コ ン ピュー タ

診断は 、70年 代 中期 か ら実現 す る とみ る もの が 多 い。 しか し、一ー－fiで は 、

現在 の 医 師 養 成教 育の 変 らぬ 限 り実 現 しな い とみ る もの もあ る。

(3)故 青 図 係

CAI(コ ン ピュ ー タ利 用 の教 育法)や 、 科学 技 術 デ ー タバ ン ク、 コ ン ビ

＼
=.一 夕化 した 自劫 図 書館 な どの 実現 は 、70年 代後 期 にな る とみ られ てい る。

(4)労 働 力

コ ン ピュ ー タの 普 及で、 労 働 力 が半 減 す るか ど うか に つ い ては、70年 代

後期 に半 減 する(51・6%)と み る もの と、 コン ピュ ー タ化 だ6で は半 減 し

なva(29.0%)と す る もの と意 見 が分 れ て いる。

(5)家 庭 へ の コ ン ピ ュ ー タ 普 及
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家 庭 で コZビ ュ ー タを1吏 う よ うに な るか 否か につ い て も、70E代 後期 か

ら80年 代 に か けて普 及す る とみ る もの と、 そ れ だ けの 必要 性は 生 じな い と

す る もの と意 見が分 れて い る。

(6)プ ログ ラム 作 成技 術

自動 的 にコ ンパ イ ラーを儂 ん や くす る コン パイ ラ ーや 、 モ ジ ュ ール 方式 あ

るいは パ ソケー ジ方式 での プ ロ グラ ム作 成 が実 現す る時 相、 あ る いは 個 別業

務 に 使われ る コ ン パイ ラー レベル の言 語 な どは 、70年 代 中期 か ら後期 にか

け て出現 す る とみ られ て い る。

しか し、 コン パ イ ラーの 普 及 に よって、 アセ ン ブ ラ ーは ユ ー ザ ーに関 す る

限 り直りれ な くな るの で は な い か とい う予 想に 対 しては 、 機 械 の特 性 を生か

して い るア セン ブ ラーの 利点は 捨て さ れ ない とす る 意 見が 意 外 に多 い。

(8)ソ フ トウ ェ ア

(a)都 市 道 路 交 通 の コ ン ピ ュ ー タ ・コ ン トロ ー ル の 実 用 化 はvaつ ご ろ で

す か 。

初 期22.6%、 中 期40.0%と 、

中 頃 ま で に 大 半 が 実 現 す る と み て い

る。70年 代 に 実 用 化 す る とみ るの

は 、 全 部 で82.5%に 達 す る。 実 用

化 し な い と み る もの は 、2.9%に す

ぎ な い 。

社 数 %

初 期

中 期

後 期

実用化しない

'無 回 答

78

158

68

10

51

22.6

40.0

197

29

14.8

計 345 100.0

(b)病 院 に 耽け る患 者 保護 ンステ ムの 実 用 化は い つ ごろで す か。
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社 数 %

初 期

中 期

後 期

実用化 しない

無 回 答

55

155

197

15

65

10.1

38.6

28.1

4.5

18.8

計 345 100.0

%)も 、

病 院 で の無 人看 護 が70年 代 の 中

期(58.6%)か ら後 期(28.1%)

に か け て実 用 化す る と予 想 され て い

る。70年 代 には 、 夕亘ぼ一 般 化 す る

と(76.8%)み らaて い る。

実 用化 しない とみ て いる もの(4.3

80年 代 には 実 用 とな る とみ てい る もの が 多 い。

(c)計 量 診断 学 に ょる 医師 の コ ン ピュ ー タ利 用は い つ ごろで す か。

初 期(12.8%)は まだ 比率 が少

な い が、 中期(55.9%)、 後期

(ろ2.8%)に は 大 部 分 が 利 用 す る

よ うに な る とみ てい る。

利 用 しなvaと み る もの は2.3%に

す ぎな い が、 そ の理 由 は、 現 在 の 医

師 の 養成 法 で は 計 量 診断 学 に まで 手が 届 か ぬ とみ て い る。

社 数 %

初 期

中 期

後 期

利用しない

無 回 答

44

124

115

8

56

12.8

35.,

32.8

23.

1.6.2

計 345 fOO.0

一
社 数 %

初 期 17 4.9'

中 期 104 3α1

後 期 118 34.2

普及 しない 18 5.2

無 回 答 68 25.5

計 545 100.0

(d)学 校教 育 に 瀞 け るCAIの 普 及は い つ ご ろです か。

初 期 は まだ まだ(4,9%)だ が 、

中期(30.1%)、 後 期(54.2%)

には 普 及す る とみ る もの が 多 い。

普 及 しなvaと す る もの は5.2%で

あ るが 、 そ の理 由は 、 コ ス ト高で 学

校 には 負担 が大 きい、80年 代 に な

らね ば普 及 し ない、 とす る もの が 多

いQ
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社 数 %

初 期

中 期

後 期

出現 しない

無 回 答

54

120

111

6

54

15.7

34.8

32.2

1.7

15.7

計 345 10'0、0

(e)科 学 伎 術 情報 に 倫 け る デー タバ ン ク 出現 はvaつ ごろで すか。

初 期 とみ る ものは 比 率 は 少 な い

(15.7%)が 、 中期(54.8%)

後期(32.2%)と 予 想 の比 率 は

高 まっ てい る。

出 現 しなvaと す る もの(1.7%)

も、80年 代 には 出現 す る と して

い る。 時期 的 な問 題 で あ る とみ ら

れ てい る。

プ

7

㈲ レーダ ー 誘導 に よ る無 人 自動 車 と、 自動車 行 政 司法 の 統 合化 シス テ

ム 出現 は い つ ごろで す か。

初 期(1.4%)、 中期(4.9%)

には まだ実現 の 可能 性 は うす い と

み て いる が、 後期 には58.o%の

実現 を 予想 して い る。

一 方 出現 し ない とみ る もの も

32.5%に の ぼv-)て い るが 、 その

理 由 は① コ ス トの 面で 高す ぎる②

わ が国 の 道 路 事 情や道 路 行 政か らみ て 不 可能③ ソ フ トの 開発 が錐 しい の で、

実現 す るの は80年 代 か ら90年 代 にか け てで あ る とみ て い る。

社 数 %

初 期

中 期

後 期

出現 しない

無 回 答

5

17

151

112

80

1.4

4.9

58.0

32.5

252

計 345 100.0
.〉'

同 旨効 車の 自動操 縦 システ ム の普 及は い つ ごろで す か。
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、写 一戸

社 数 %

初 期 、 1 0.3

申9姐 19 5.5

後 期 129 3Z4

}

普及しない 119 54.5

無 回 答 77 22.5

計 345 10こ 〔LO

③80年 代 に な らね ば 実現 しない 。

普 及 す るの は 後期 とみ るの が3Z4

%で あ る が、一普 及 し ない どみ る もの

も514.5,%に 達 して いる。 普 及 しな

い とみ る理 由 と して は、

① 日本 の 道路 事 情 で は無 理 で 危 険 で

あ る。

② ソフ トウエ アの 開発 難

④ ドライブの 楽 しみ が な くな る、 な どがあげ られ て い る。

(h)EDP化 に よる労 働 力 の半 減 は いつ ご ろで すか。

コ ン ピュ ー タが労働 力 を半 減 す る

1で 利 用 さ れ るのは 、 中期(tス4

%)か ら後期(3.1.0%)と み る も

の が多 い。

半 減 しない とみ る もの も多 ぐ

(29.0%)、 その 理 由 と して

①EDP化 は 労 動力 の 削 減 を 目的 と

した もの で は な く、EDPで 解 決

で きぬ もの もあ る。

② ある 業 務 が半 減 し て も、 新 しい 業務 が また ふ え る。

③ 仕 事 の 内 容は 変 っ て も、 労働 量 は 変 らな い とす る もの が多 い。

社 数 %

初 期

中 期

後 期

半減しない

無 回 答

16

60

109

100

60

4.6

1Z4

5t6

290

1ス4

計 545 10〔LO

ω 為 替 交 替 に よる収 入、 徴 税 自励 相 殺 ンス テ ムの 出現 は いつ ごろで す

か七
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税金 が 自動 的 に預 金 か ら支 払 われ

る ン ステ ムの 実現 は、 中期(20.6

%)か ら、 後期(40.3%)に かVす

て とみ る もの が 多 い。

一 方
、 実現 しな い とみ る もの

(11.0%)の 理 由は 、① キヤ ソシ

ュ レス 時 代の 実現 と口 速が あ るが、

② システ ム導 入以 前 の 社会 環境 に 問 題 があ る。 つ ま り社会 の 現 状 は 、 この ン

ス テム を 受け 入れ るに 至 って いな い、 とい うもの で あ る。

社 数 %

初 期

中 期

後 期

出現しない

無 回 答

、19

71

139

38

78

5.5

20.6

40.3

11.0

22.6

計 345 100.0 `
'

γ

(j)家 庭 用 コン ピュ ー タの 出現 は いつ ごろで すか 。

出 現 しな い とす る ものが 最 も多 ぐ

39.4%に 達 して い る。

出現 す る とみ る もの も、70年 代

の 後期 とみ る もの が35.6%で あ る。

出現 しない とす る理 由は

① 家 庭 で コン ピュ ー タを使 う必 要 性

が 少 な い

② 加 入電話 に よる タイム シ ェア リン グの 万 が 安 い

⊆)コス トの 面で ひ きあり な い

④80年 代 にな らな けれ ば 実 現 しない な どで ある。

社 数
|

%

初 期

中 期

後 期

出現 しない

無 回 答

9

22

116

156

62

26

6.4

356

394

18.0

計 345 100.0

(k)電 話 、 テ レ ビ ・ ネ ソ トワ ー ク と コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィ の 融

合 に よ る家 庭 へ の 普 及は い つ ご ろ で す か 。
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普 及す るの は70年 代 の 後期 とみ

る もの が 最 も多 い(4ス8%)が つ

いで は 普 及 しなvaと み る もの が1g.7

%と 多 くな って い る。 そ の理 由 とす

る と ころは

①80年 代 に な る

② 家 庭 では そ こまで 利 用す る必 要 性 が な い

③ コ ス トが 高 く、 家 庭 で は 利 用 しに くい

④ ソ フ トウエ アが 堆 しい

な どが あげ られ て いる。

社 数 %

初 期

中 期

後 期

普及しない

5

58

165

68

1.4

1↑0

4Z8

197

計 545 100.0

(リ コ ン ピュ ー タ化 自動 図書 館 の 出現 は いつ ごろで す か。

検 索技 術の 発 達 に ょ って70年 代

中期(12.8%)か ら 後期(52・2

%)に は 普 及す る とみ られ てい るが・

普 及 しない とみ る1a7%の 理 由 と

しては 、①80年 代 に 入る。 ② 図書

分 類 の 基 準 が 決 ま りに くい。③ 政府

や公 共 団体 が推進 して い な い、 な ど

を あげ て い る。

㈲ コー ドの 自動 転 換 が可 能 と なる 「 ヨ ンパ イ ラー を翻 訳す る コ ンパ イ ラ

ー 」が コ ンパ イ ラー作 成 の通 常手 段 とな るのは い っ ζろ です か 。

中期(55.5%)、 後 期(30.1)

と70年 代 には 自動 的 に プ ログ ラ ミン

グが で きる ように な る ものが多 い。

1・1

|

社 数 %

初 期.

中 期

後 期

通常手段とならぬ

無 回 答

14

44

て80

57

70

4.1

12.8

52.2

10.7

20.5

計 345 1・α・1

Σ

社.数 %

初 期
層22

64

中 期 115 553

後 期 104 30コ

通営手段とな ら桧い 28 81

無 回 答 76 22.0

計 545 伯ao

(n)文 字 あ るいは 画 像 のデ ー タを機 械 的 に検 索す る のは い つ ご ろです か。
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社 数 %

初 期 29 8.4

中 期 86 24.9

後 期 137 397

検 索で きない 23 6.7

無 回 答 70 20.3

計 345 100.0

さ れ て い る 。

これ も中期(24.9%)後 期

(397%)に は 実 現で き る とみ て

い るが、 検 索 で きない とす る もの も

6.7%あ る。

そ の 理 由 と しては

① 画像 検 索は70年 代 には 無理 だ

② コ ス ト面で 無理 だ、 との 意 見 が出

(o)プ ロ グ ラム が 組 み 立 て 式(モ ジ ュ ール 方 式)に な る 。 プ ロ グ ラ ム パ

ッ ケ ー ジの 組 み 合 わ せ で 、 特 定 の 問 題 が 解 決 さ れ る の は い つ ご ろ で す

7)㌔

モ ジ ュ ー ル 方 式 に な る と み る もの

は 予 想 以 上 に 多 く、 初 期 とみ る もの

も18.3%、 中 期 は35.6%、 後 期

23 .8%、 計75.7%に 達 し て い る 。

解 決 さ れ な い とす る もの は4.6%に

す ぎな い 。 そnも80年 代 に は 実 現

す る とみ て い る。

'「

社 数 %

初 期 63 185

中 期 116 33.6

後 期 82 23.8

解決 され ない 16 4.6

無 回 答 68 19ワ

計 345 100.0

'亨

㈹ モ ジ ュ ール の 技法 が 、 工業の 研 究 開発 面で も応 用 され る。 別の 言葉

で いえば 、 いろい ろ な実 際の 組み 合 わせ を 決 め る た め には 、機 械 とコ

ン ピュ ー タが 結 びつけ られ るのは い つ ご ろで す か。
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社 数
1
%

初 期 29 8.4

中 期 101 293

後 期 118 34.2

結 びつけ られない 10 2.9

無 回 答 87 259

計 345 100.0

中 期(29.3%)、 後 期(54.2

%)と 予 想 す る もの が 多 い。70年 、

代 に は モ ジ ュ ー ル 技 法 が 普 及 す る

(71.9%)と み られ て い る 。

結 び つ け ら れ な い とす る もの は

2.9%に す ぎ な い。

(q)ど ん な コ ン ピュー タに も使 え る9う に デ ザ イ ンされ た 特 定の ン フ ト

ゥエ ァ ・パ ッケー ジが 利 用 され るの は い つ ごろで すか 。

中 期(27.0%)、 後 期(56.2

%)と み る もの が圧 倒的 で ある。

利 用 さ九 な い とす る もの(13.0

%)の 理 由 は 、 ① ン ー カー間の 調

整 が困 錐 で あ ろ う とい う技 術 以 前の

問 題、 ②80年 代 に 入 る、 とす る も

の が 多 い。

`

1社 数 %

初 期 16 4.6

中 期 93 2ス0

後 期
一

125 362

利用されない

無 回 答

45

66

一

15.0

191

計 345 10aO

(r)ア セ ン ブ リー 言語 は 「ユ ー ザ ー 」 に 関 す る 限 り廃 物 に な り、 使 わ れ

な くな るの は いつ ごろです か 。

r
社 数 %

初 期 ,16 4.6

中 期 70 20.5

後 期 95 2ス0

使われる 105 ・299

無 回 答 65 18.5

計 ろ45 100.0

これ に 関 しては 、 使われ る とす る

もの が 最 も多 く29.9%に 及ぶ 。

1更わaな くな る とみ る もの も、 そ

の 時姐 は 中期(20.5%)、 後 期

(27.0%)と や や 比率 は低 い。

まだ ・1吏わ れ る とみ る もの の理 由は、

① ア セ ン ブ ラーは 機 械 に即 した 言語
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で あ る か ら、 コ ン パ イ ラで 機械 の 特 性 を 生か した もの が で きな い限 り使 わ

れ る。

② ユ ー ザ ー独 自の プ ログ ラム 開発 には アセ ンブ ラー 以外 に ない。

③ コン パ イ ラは冗 長で、 アセ ン ブ ラの 利点 が 多 い。

④ コス トが安 い。

な どが あげ られ て い る。

(s)1固 別 の 適 用 業 務 に 対 す るvaろvaう な コ ン パ イ ラ ー レベ ル の 言 語 が 発

達す るの は いつ ごろ です か 。

社 数 %

初 期

中 期

後 期

発達しない

無 回 答

38

114

94

27

72

11.0

33.0

2ス4

78

20.9

計 545 100.0

コ ン パ イ ラー の 個 別化 が進 む とみ

る もの が 多 く、時 期 も、 中期(55.0

%)後 期(2Z4%)を 予 想 してva

る。

発 達 しない とみ る もの(7.8%)

は 、 コ ン パ イ ラーは 個 別化す る よ り

も一 般 化す るで あ ろ うとい う理 由 を

あげ て い るo

・・1

10.ハ ー ドウ ェア の進 歩 は 、 中期 か ら後 期 に かけ て進 む ○

プ ロ ツ ク式 に 記憶 容量 争 増減す る プ ラグイ ン ・メモ リーや、 ビル ト、 イン ・

プ ロ グラ ム方 式の 実 現、 書類 ケ ース ・サ イズ の コ ン ピュ ー タ⇔ 、 音声 入 力の

コ ン ピュー タ、 レー ザ ー通 信 に ょる デ ー タ通 信 な どは、 何 れ も70年 代 中 期

か ら後期 にか け て 実現 す る とみ られて いる。 しか し一 部 には80年 代 に な ら

たけ れ ば 実現 しない とみ る もの もあ る。

ま た 、 紙 テ ープや パ ンチ カー ドは 、 どん な にハ ー ドウエ ア が進 ん で も・ そ

の 簡便 さ と安価 さ とで 、 いつ まで も残 るで あ ろ う とい う声が 高 い。
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(9)ハ ー ドウ エ ア

'
、

`.

真

(a)プ ラ グイン ・メモ リー に よ り記憶 容量 を 自由 に増減 す る方 式 が 実現

す るの は い つ ご ろで す か。

中期(31.6%)、 後期(32.5

%)と み る もの が 多va。70年 代 に

は 実 現 す る と予 想 す る もの が、71.1

%に 及ん で い る。 実 現 しな い とみ る

もの(5.2%)は 少 な いが その 理 由

は 、 ① 補 助記憶 装 置 で十 分 で あ る。

② 必 要が な いか ら メー カー も作 らな

い だ ろ うな どが あげ られ てい る。

(b)集 積 回路 パ ッケー ジの プ ラ グ ィン に よるか あ るいは コ ン ピュー タ 自

体 に大 規 模 プ ログ ラムを組 み込 む ビル トイ ン(内 蔵、 プ ロ グ ラム方式

社 数 %

初 期

中 期

後 期

実現しない

無 回 答

24

109

112

18

82

ス0

51.6

32.5

5.2

258

計 345 100.0

が 実現 す るのは い つ ごろ です か。'

社 数 %

初 期

中 期

後 期

実現 しない

無 回 答

38

91

123

11

82

11.0

264

35.7

5.2

258

計 545 150.0

これ も中期(26.4%)か ら後期

(35.7%)に か けて実 現 す る とみ

る もの が多 い。70年 代 に は72.1

%の もの が 実現 す る とみ てい る。

実 現 しな い とす る もの(3.2%)

は 、 ご くわず か で あ るが、 理 由 とし

ては、 その 必要 性 があ るか ど うか に 疑問 を もっ てい る よ うで あ る。

(c)書 類 ケ ー ス サ イ ズ の コ ン ピ ュ ー タ の 実 現 は い つ ご ろ で す か 。
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社 数 %

初 期 24 ZO

中 期 77 22.3

後 期 129 3ス4

実現しない 45 15.0

無 回 答 70 20.3

計 345 100.0

あ るか、 な どが あげ られ て い る。

中期(22.3%)か ら後 期

(3Z4%)に か け て実 現 す る と

す る もの が多 い が、 実 現 しな い と

み る もの も13.0%に 達 す る。

そ の理 由は、 ① 技 術的 に簡 単 に

で きな い、 ② コ ス ト面 で無 理 で あ

る 、③ そん な に小 さ くす る必要 が

8

(d)音 声 入 力 コ ン ピュ ー タの 実 用化 は い つ ごろ で すか 。

中期(24 .9%)か ら後期

(45.5%)に か け て実 用化 す る

とみ る もの が多 い 。

実 用化 しない とす る もの(11.5

%)の あげ て い る理 由は

① 方言 な どの 分 析 が 困難 で あ る

② コス ト面で 企 業 では 利 用 で きな

い だ ろ う。

③ ミス が で るお それが あ る

④ 交 字で さえ 入 力が むず か しいの に 音声 は まだ無理 だ

な どで あ る。

社 数
→

%

初 期 9 2.5

中 期 86 24.9

後 期 150 455

実用化しない 59 115

無 回 答 61 1Z7

計 345 100.0

↓

(e)レ ー ザ ー通 信 に よ る デ ー タ伝 送 の 実 現 はvaつ ご ろ で す か 。

一66一



、

、

社 数 %

-

初 期
、

10 2.9

中 期 47 156

後 期 149 43.2

実 現 しない 41 11.9

無 回 答 98 28.4

計 545 100.0

後 期 に 実現 す る とみ る もの(45.2

%)が 多 い。

実 現 しな い(11.9%)と み る

もの の 理 由は 、 ① 時 期尚 早 で あ る。

② デ ー タの安 定性 とコ ス トの 面 で

不安 が あ る。 な どが あげ られ て い

る。

(f)パ ンチ カ ー ド及び紙 テ ー プが 入 力媒 体 として 随われ な くな るの は い

っ ご ろで す かo,

パ ンチ カ ー ド、 紙 テ ー プは まだ

使 われ る とみ る もの が4a6%と

最 も多 い。 そ の理 由 と し ては、 ①

コ ス トが 安 く、 簡便 で 捨 て がた い、

② リアル タ イム 処埋 の で きる他 の

入 力媒 体が 考 え られ な い 限 り、 残

るで あ ろ う。 ③80年 代 に な った

・ ら使 われ な くな るか も知 れぬ な

どが あげ られ て いる。

一 方
、70年 代 の 後易 には 使 われ な くな る とみ る もの も31.5%に 達 して

い る。

一

社 数 %

初 期 2 0.6

中 期 38 11.0

後 期 103 31.3

使われる 140 40.6

無 回 答 57 165

計 545 10α0

(9)コ ン ピュー タが 自動 的 に環 境 条 件 の変 化 を察 知 し、 最 適 な意 志決 定

を 行 な うよ うな ヒュ ー リス テ ィ ック ・プ ロ グ ラムの実 用化 は いつ ご ろ

で すか 。

一67一



後期 には 実用化する とみる もの

　

が3Q1%あ るが、 実 用化 しな い

と す る もの が最 も多 く56.5%に

及 んで い る。 その 理 由は、 ① コ ン

ピュー タが 人 間の 判 断 を カバ ー す

る とは 思 わ な い 。② 環 境 条 件は 無

限 で あ る か らすべ てを カ バーで き

な い。 ③ 時 期 尚早 で、80年 代 に

かか る。④ ソフ トウ エア が難 しい。 ⑤ 信頼 性 に難 が あ る。 な どが あげ られ て

い る。

社 数 %

初 期

中 期

後 期

実用化 しない

無 回 答

2

16

104

126

97

0.6

4.6

50.1

365

28.1

計 345 100.0

ψ
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、

(コ ン ピュー タ と通 信 シ ス テ ム

を結 合 した経 営 システ ムの 普 及

時期)

大 企 業

7

5

2

初 中
期 期

後
期

無答
回

75

51.0

中 企 業

小 企 業

(意 思決 定 モデルの普 及時期)

限 られ た範囲 で

0

5

に∨

2

9

'

一

_iオ 96`

1
初
期

m

期
後
期 回

無答

5

0

5752
16.

07 一

3a5
44.8

初
期

中

期

後
期 回

無答

75

50_

25十

3973ス0

≒三/
/

㍉

12810
.5

1

初 中

期 期

一69一

後
期

無答
回



あ るてい ど一般 化

%

75-

50-

25一

,,

454

294
25.4

1.8/
ず

初 中 後 無答
期 朗 朗 回

大 朝 に 普 及

75-

50-

25. 1Z3

4i4

783

初 中 後 無答
期 期 期 回

(公共 機 関 の デ ー タ 。フ ァ イル

を民 間 で利 用)

オ ン ・ ラ イ ン で

75-

50_

25

48

252-/229

・1〆二く1
初 中 後 無答
期 期 期 回

オ フ ・ ラ イ ン で

75→'

50一

25-22.9

42.0

21.6

15'1
初 中 無答
期 朗 朗 回

一ー70一

1

'

イ

ル



(PPBSの 効果的 適用 の時期) %

75
'

55.6

5〔甘
363

25

9
"

.

ト

初 中 後 無答
朗 朗 期 回

(プ ロ セ ス 。コ ン トロ ー ル の普

t

及する時期) 75
'二

659

大 企 業
5〔}卜

一

3α7

2〔計 一
4607

/'1

初 中 後 無答
、
、

期 朗 朗'回

75L

中 企.業 55.4

5α 一

一 一

^一 ㎡φ～

25↓

86　
25.0　

11寸一

_1
初 中 後 無答

,マ

期 朗 朗'回
1一

$

竜 75f
61.4

,

小 企 業 5〔片

26.8

25↓
96

2牛
♪一

初 中 後 無答
朗 朗1期 回

"71一



(コ ン ピ ュー タ教 育 が必 修科 目

となる時期)

大 学

高 校

中 学

小 学 校

%

75

50

25

中 無 答

期 期 期 回 ヰ

75

50

25,

39

45.2

15.5

o.5

初 中 後 無 答

期 朗 朗 、回

フ5

50

25

5.97

31.0'

20.3

・42 .8

初 中 後 無答
期 親 類 回

75

50

25

'中 後
無 答

期 朗 朗 同

一72一



σ

%コ ン ピ
ュ ー タ とテ レ ビ が 結 合 し

7

た教 育方式 の普 及す る時期

0

ロ
∨

5

2

初 中 後
朗 朗 期

無 答

回'

(週5日 制が普及 する時期)

大 企

中 中 企

小 企

75一

5t5業 50.

55.4

25' 12.5
06

初 中 後 無 答
期 期 期 回

75

業
一 4ス5
50

25一
{1.4

2α9

20.2

1
初 中 後 無答
期 朗 朗 回

-

75_

業 50_ 41.8

2Z3259

25一 、 〉A

1

51
一 」

'

初 中 後 無
期 朗 朗 回

答

一75一



(べ 。ア の基 準決 定 に労使 と も

コ ン ピュ ー タを使 う時 期)

大 企 業

中 企 業

小 企 業

(ス ペ シ ャ リス トの 地 位 が 確 立

す る 時 期)

プ ロ グ ラ マ ㌣

%
'

57

50

25

初
期

中

期 期 回

75

5

25

89
砧
2
　<

4

'

5

後
期

/
中
期

初
期

2↑9

無 答

回

7

5

2

初
期

中

期
後
期

.7

答無
回

5

2

中
期

一

初
期

二

一
74一

建

.
無答
回

か



48.9

当

 

7

5

2

回期期
初
期

シ ス テ ム ・ア ナ リス ト

75

48.5

桧

 

5

25

無答
回

 

後
期

中

期
初
期

シス テ ム 。デ ザ イ ナ ー

答無
回

後
期

卜

中
期

///<初
期

75

5

2

(コ ン ピ ュ ー タ ・ ス ペ シ ャ リ ス

トの不足が深刻 化す る時期)

答無
回

し
な
い

実
現

自

.

.

.コ

中

期

7

5

2

初

期

一75一

キ ャ ッ シ ュ レ ス ・ソ サ エ テ ィ が

実現 す る の は

 

企



%

75

5

2

答無

国幣

 

期
初
期

情報 処 理 サ ー ビス企 業 が一般 イヒ

す る のは

4.8

16.2

5

3ス4

6.4

 

75

50

25

答無
回

な

し

変
化

後
期

中
期

初
期

情報 提供 サー ビス企業 が一般化

するのは

6.833.6

2、O.0

 

9

7

5

25

答

回
後
期

中

期
初
期

一 万 ボー回 線 の一般 的 利用 の 時

期

/

24.3

 

2

4

12.2/

.6

 

7

5

、
25

答無
回

し
な
い

一
般
化

後
期

中
期

ユ
初
期

一76一

入 出力デー タの無線 伝送



鰭
回

＼
難初

期

異種 企 業 間 ネ ッ トワー クの普 及

4t.2

22.0

15.
18.0

29

 

75

50

25

答無

回
し
な
い

普
及

後
期

中

期
初
期

異 種産 業 間 ネ ッ トワ ー クの普 及

無 答
回

 

れ
な
い

刃
心初

期

75

50

25

磁気 テー プが法定帳 簿にな る時

期

38.5

515.

24.9

4.3

無 答
回

 

75

50

25

し
な
い

実
現

後
期

中
期

初
期

コ ン ピ ュ ー タ裁 判 の 実 現

ノ

、

一一77一一

 
1

'



t

%

7

に
」

§
2

無 答
回

 

し
な
確

立

よ ノノ　　巳 一 、一
初 中 そ

期 期]

75

50

25

答無

回

し
な
い

激

化

中
期

初
期

75

50

25

答無

回

し
な
い

実
用
化

後
期期

初
期

/-/

○略
回

し
な
い

実
用
化

期
中
期

初

期

一78一

ソ フ トウェ ア特許 権 の確 立

国際競争 の激化

タ.コ ン都市 交 通 の コ ン ピュ

トロ ー ル 実 用 化

患者 保 護 シス テ ムの実用 化



、

計量診断 学の普及

CAIの 普 及

科学 技 術 情報 デー タ 。バ ン クの

出現

レー ダー誘 導 の無人 自動 車 の出

現

7

5

2

初
期

普 し 無答
及な 回

7

5

25

34.2

30

-
494二/一 て
/

7

<
/

25.5

・練 ヨ
初
期

中
期

後
期

普 し 無 答
及な 回

7

50

2515

34.8
522

15.7

117
＼ ＼

初
期

中

期
後
期
出し 無答
現k回

7

5

2

初
期

4.7/

中

期
後
期

＼
出し 無答
現5同

一79一



37.4

54.5

1Ns}}9{S22
普 し
及ご

略
画

 

後
期

中
期

・
初

期

%

75

50

25

自動 車 の 自動 操従 シス テ ムの普

及

刀

禄
2

51.6

。、⇒ ≒

 

75

50

25

略
回

半 し
減な

 

後
期

中
期

初
期

労働力の半減

40.3

答無

回

＼＼
し
な
い

出
現

75

50

25

後
期

中
期

初
期

収 入 。徴税 自動 相 殺 シス テ ムの

出現

75

50

25

出 し 無答
現5回

 

後
期

中
期

初

期

一〇　一

家 庭 用 コン ピュー タの 出現



、

W

'

電 話 ・テ レ ビ 。コ ン ピ ュ ー タの

融 合 に よる 家 庭 へ の 普 及

コ ン ピュー タ化 自動 図書 館 の 出

現

コ ン パ イ ラー を 翻 訳 す る コ ン パ

イ ラー の 出 現

文 字 ・画像 デ ンタを自動 的に検

索す る時期

%

57

0

5

↑D

(∠

初
期

中
期

後 ・普 し 無 答
遡 及6回

75

50

25

4

12.8

52.2

一10
.7

20.5

＼＼勲
初
期

中
期 期

出し 無 答な
回

5

0

7

【」

25

初
期

55・350 .1
/

/

中

期

智
後 出 し 無 答

期 醇 回

75

50

25
24.9

59.7

8.4 6.7

2〔).3

初
期

一81一

中

期

後
期

で
き
な
い

答無
回



モ ジュー ル方 式 に よ る プ ロ グ ラ

ミ ン グの普 及

%

7計

50

356

25258197～1a3

_4ピ ≦≦1
初 中 後 普 し 無答

朗 朗 翔 破 回

モ ジ ュー ル技法 の工 業 へ の応 用

75-

50-

25_
293342259

8429＼
/＼

初 中 後 でな 無答

朗 朗 期 きい 回

ど ん な コ ン ピュ ー タπ も使 え る

ソ フ ト ウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ の 利

用

75一

オ.

50.

25一

・

552

・・
〆∠ ≦

2スタ</

一

191

1'

詔 覇 § 霧 §答

ア セ ン ブ ラー が ユー ザー に使 わ

れ な くな る時期
75-

50,

25,

2992ZO

"服 _iミ ざ
答無

回

使
わ
れ
る

後

期

中

期

初

期

一82一



'

個 別業 務 に使 う コンパ イ ラー言

語の発達

プ ラ グ ・イ ン 。メ モ リー 方 式 の

実現

ビル ト ・イ ン 。 プ ロ グ ラ ム方 式

実現

書 類 ケ ー ス サ イ ズ の コ ン ピュ ー タ

の実現

%

57

50

25

初
期

中

期
後
期

でな 無善

きい 回

75

50

25
70

31.6 2.5

5

25.8

初
期

中
期

後 実 し 無答

期 醇 回

75

50

25

11.

26.4
35.7

5.2

25.8

初
期

中

期
後 実 し

期 醇
答無
回

75

50

25 22.5

5Z4

ZO 1
20.3

初
期

中

期
後
期
実し 無答
現5同

一85一



音声 入 力 コン ピュ ー タの実 用 化 %

75

50
455

/
24.9

25

2,/ヒ=二.一,

1Z7

11緬1

初 中 後 実 し 無答
期 期 期 用 な

化 い
回

レー ザ ー通信 に よるデ ー タ伝 送

の実現
7

50
452

一 284

も

25

29

156 11閤

初 中 後 実 し 無 答
期 期 期 現5回

パ ンチ 。カ ー ド、 紙 テ ー プが 使

われ な くな る時 期 7「

50 ≠

40.6

25

α6

L__∠_..・

11旦∠ ≦
/τ

31.3

きざ
初 戸 後 使れ
期 期 期 わる 回

コ ン ピュー タが最 適 決 定 をす る

75
時期

5「

` 36.5

25∫

|

|
46/≦

n6三 ∠

30.1

ミ運
初 中 後 で

期 期 期 き 回
い

一84一



`

■

付 帯 調 査

通信 回路利 用 に関す る調 査

A.デ ータの伝達にっいて

(表1)社 外(代 理 店、 下 請 け 会 社 な ど)と の デ ータ伝達

社 数 %

行 ってい る

行 なっていない

無 回 答

106

193

46

30.0

55.9

14.1

計 345 100.0

(表2)そ の場合の伝達手段

|

社 数 1%

郵 便 69 20.0

鉄 道 便 17 4.9

航 空 貨 物 22 6.4

通 信 回 線 25 Z2

そ の 他 16 4.6

無 回 答 243 70.4

計 345 (注)

(注)同 一社 で2以 上の回答が あるので合計

は100を こえる

一85一



1.社 外 の代 理店 や下 請 け 会 社 との間 に、 デ ータの送 受 を して い る企 業 は ま

だ 少 な いo(表1.2)

代 理 店 、 下 請 け 会 社 と デ ー タ を送 受 し て い る もの50.0%で あ る。 そ の う

ち大 半 は 郵 便 で(2aO%)行 な っ て,k・・り、 通 信 回 線 を1吏 っ て い る もの は

ス2%に す き"な しへo

(表3) 通信回線 を利用 していますか

社 数 % 回答甲の% 同 じく昨年の%

い る

い な い

無 回 答

125

175

45

36.2

50フ

13.0

41.7

58.5

32.8

672

計
1

345 100.0 100.0 100.0

炉

2・ 通 信 回線 を利 用 してい る もの の比率 は、 前年 に く らべ 増 加 してい る。

(表5参 照)

通 信回 線 の 利 用 は、345社 の回 収 数 の うち36.2%(125社)が 「利

用 して い る 」と答 え て いるが 、 昨年 の 集計 と同 じ条 件で無 回答 を 除 い て計 算

す る と41.7%が 利 用 して い る こと にな り、 前年 の32.8%に 比 べ8.9%の

増加 を示 して い る。

一一■・86-一



(表4)デ ー タ通信 の相 手は、 つ ぎの 何 れ で す か

、

社 数 %

i

回答中の%

社 内

関連系列会社

同 業 会 社

そ の 他

無 回 答

122

50

7

5

217

35.4

8.7

2.0

0.9

62.9

75 .3

18.5

4.3

1.9

計
'345

.(注) 100.0

(注)1社 で2っ 以 上の'回答が あるので9。の合計は100を こえる

3.デ ー タ通 信 の相 手 は 社 内 が圧 倒的 だが、 関連 会 社、 同業 会

社 に も相 当数 が行 な っ て いる。(表4)

「デ ー タ通1言の 相 手先 」を み る と 「同 一 社 内 」が 回 収 数の35.4%(回 答

社 中で は75.3%)を 占め て い るが、 「関 連会 社 」`tstsよび 「同 業会 社 」 と結

ん でvaる もの が10.7%(回 答 社 中の22.8%)あ る。

(表5)通 信 回 線 を 利 用 す る予 定が あbま す か 。

'

社 数 % 回答中の% 同 じく昨年の%

3年以内に使 う 79 22.9 41.6 3f.6

予 定 はないが、何れ使 う 83 24.1 44.0 52.3

料 金 が安 くなると使 う 12 3.5 6.3

将来とも必要がない 2 0.6 1.0 3.5

わ か らない 12 3.5 6.3 98

そ の 他 2 0.6 1.0 1.2

無 回 答 155 449

計 545 100.0 100.0 100.0
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4.通 信 回線 を利 用す る予定 は、5年 以 内 に計 画 を決 め て い る もの の比率 が

増 加 し、 『何 れ 使 う』とい う漠 然 と した 予定 の も のが 減 少 して い るo

「通 信 回 線を利 用 す る予 定 」につvaて 、「3年 以 内に 使 う 」が 回 収 数中 の

22.9%で ある が、 回 答 社 中の41.6%に 相 当 し、 前年 に比べ て10%の 増

加 を示 して い る。 一 方 「現 在 予 定は ない が、 何 れ 随 う 」とす る もの は24.1

%で 、 回 答 社 中の44%と 前年 よ り8%近 く減 少 して い る。 通 信 回 線 利 用の

計 画 が着 実 に現 実 化の ステ ッ プを進 め てい る こ とがわ か る。 「将 来 とも使 う

必要が な い 」とす る もの の 比率 は減 少 して い る。

♪

5.テ レ ックス の 利 用 と、 専用 線 の オ ン ライ ン利用 が 増 加 し、 オ フラ イン利

用 が減 少 して いるo

「通 信 回 線利 用 の 方 法 」(表6)に つ い ては 「テ レックス 」(回 収 数 中の

21.2%、 回 答社 中の40%で 、 前年比'6.2%増)と 、 「オ ンラ イ ン 」(回

収 数 中 の10.7%、 回 答 中の19.1%で 前年 比2.5%増)が 増加 し、 「オ フ

ライ ン 」(回 収数 の22%、 回 答 中の40.9%で 前年比9・2%減)が 減 少 し

て いる の は興 味が あ る。 料金 問 題 との 図 連が 感 じ られ る。

(表6)つ ぎの どの 方法 で 利 用 して い ます か

社 数 % 回答中の% 同 じく昨年の%

テレックスに よる伝送

章用線(オ フ ・ライン)

専用線(オ ン ・ライン)

無 回 答　

73

76

57

203

21.2

22.0

10.7

58.5

40.0

40.9

191

53.8

497

16.6

計 545 100.0 100.0 100.0
-

、
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(表7)1吏 用回 線 数 を蚕書 き下 さ い。

,、

社 数% 回答中の%

50ボ ー10回 線以下 37 294

10～30以 下 25 198

30～50以F 4

一

52

50～100以 下 6 4.8

100以 上 5 4.0

200ボ ー10回 線 以 下 25 198

10～30以 下 6 4.8

30～50以 下 一 一

50～100以 下 1

100以 上 1

1,200ボ ー10回 線 以 下 11

100以 上 2

2,400ボ ー10回 線 以 下 2

10～30以 下 1

`

「1夏用 回 線 数 」(表7)で は 、50ボ ー が 圧 倒 的 で 、 つ い で200ボ ー 、

1・200ボ ー ・2・400ボ ー と な ・って い る こ とは 順 当 だ が vこ れ ま た.料 金 問

題 が 大 き く関 連 し て い る こ とは 明 らか で あ る。

「回 線 料 金(月 頃)」(表8)は 、 分 布 が 拡 散 し て い る が 、 回 答 中 の 最 高

額 は2.200万 円 に 達 し て い る 。

一89一



(表8) 通信 回 線 料は 月 頭 い くらです か。

社 数 % 回答中の%

10万 円以下 8 2.3 8.7

10～50万 円以 下 25 Z2 2Z2

50～100万 円以 下 17 4.9 18.5

100～200万 円以 下 13 58 14.1

200～500万 円以 下 16 4.4 1ス4

500万 円以上 15 58 14.1

無 回 答 253 73.3

計 545 100.0

・'

7.『 情 報処 理 サ ー ビス機 関(計 算 セ ン ター)』 が 自社 内 の端 末 機 が利 用 で

き るよ うにな った ときの需 要 にっ いてて 表9)は 、 意外 に まだ 低 いo

回 答 で は、 利用 す る19.7%、 利 用 しない2Z5%、 わか らない33.0%『

でi未 だ1吉報 処理 サ ー ビス につ いての 認識 が ユ ー ザー の 間 に十 分 浸透 してい

左 い と い う こ とが で き よ う。

(表9)情 報 処世 サ ー ビス 機関(計 算 セ ン ターkど)の コン ピュ ー タ

を、 自社内 の 端末 機 か ら利 用 で きる よ うに な った ら利 用 します

カ㌔
、

-

社 数 %

利 用 す る 68 197

利用 しない 95 2Z5

わか らない 114 33.0

無 回 答 68 197

計 345 100.0

一ー一
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8.情 報処 理 サー ビス 機関 をオ ンライ ンて 利 用 す る場 合 は 費 用が 安 い場合

に限 られ る。 利用 しな い 理由 は、 自社で 十分 能 力 が あ る とい う ことで あ

るo

回答 由、 「利用 す る 」理 由(表10)と しては 「自社で 保 有す る よ り安 い 」

(57.5%)が 最 も多 く、 「利 用 しな い 」理 由 と して は(表11)「 自社だ

けで シス テ ムを保 有す るだけ 十 分 の 業 務が あ る 」(50.6%)「 オ ン ラ イン ・

ンステ ムの 開 発 能 力 があ る 」(2ス6%)と 自社の 能 力 に十 分 自信 を もっ て

い る こ とが あげ られ る。

(表10)利 用 す る理 由は つ ぎの何 れ で すか

一

デー タ量 が少 な く、 自社で

コンピュータを持つに至 らぬ

オン ・ラインシステムの開発

能 力がない

社 数 %

4

2

5.9

2.9

一

自社で保有するより安い 39 5Z3

一

そ の 他

計

26

68

38.2

100.0

一

(表11)利 用 しな い理 由は つ ぎの 何nで す か。

σ 社 数 %

自社だけでシステムを保有する十分

の業務がある 79 50.6

オ ン ラインシステム開発能力 がある 43 2ス6

費用が却 って高 くつ く 15 8.3

運営が円滑にいかぬ 16 10.5

秘密保護上 4 1.2

そ の 他 1 0.5

計 156 100.0

、
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9.情 報 提供 サ ービス機 関 の利用 を希 望す るものは 多 く、 とくに経 協 統計 デ

ータバ ンクへ の需 要 が 多い
o(表i2.15)

一 方
・ 「情 報 提 供 サ ー ビス 機 関(デ ー タ ・バ ン ク)」 の 利 用 に つ い て は 関

心 が 高 く、42.・5%が 「 利 用 す る 」 と答 え て い る。 利 用 す る 場 合 の 需 要 は

(表15)「 経 営 統 計 デ ー タ ・バ ン ク 」が最 も 多 く(78 .8%)、 「科 学 技

術 デ ー タ ・バ ン ク 」が こ れ に 次 い で い る(39 .0%)。

(表12)

情 報 提 供 サ ー ビ ス 機 関(デ ー タ ・バ ン ク)が 設 立 さ九 、 そ の コ ン ピュ_タ

を 自社 内 の 端 末 機 か ら 利 用 で き る よ う に な っ た ら 利 用 し ま す か
。

社 数 %

利 用 す る 146 42.3

利用 しない 22 64

わか らない
112 32.5

無 回 答 65 18.8

計 345 100.0

(表13)

利 用 す る場 合 、 つ ぎの 何 れ を利 用 します か。

社 数 %
輌　 一}

経済統計デー タバ ンク 115 フ8
.8

科学技術 〃 57 390

医療情報 〃 4 2.7

特許情報 〃 11 Z5

そ の 他 6 4.1

計 146 注

(注)

1社 で2つ 以 上答え

ているので%の 合計は

100を こえ る
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10・ 通信 回 線 に よ るデ ー タ伝 送で は、 専 用線 利 用 の希 望 が い'まの ところ多 いo

(表14.15)

「通 信回 線 に よる デー タ伝 送の 場 合 」専 用線 に よるか、 電話 回線 に ょるか 、

両 者併 用 に つい ては 、 専 用1泉34.2%、 電 話 回線18.5%両 者併 用15.6%

とい まの と こ ろ専 用線 利 用 が 多 い。

これ は 自社内の デ ー タ伝 送 を 考え て い る現 状 で は 当 然の こ とで あ る。 そ れ

は 両者併 用 の場 合 の 専 用線 と電 話 回 線 の比 率 に つ い て もあ らわれ て いる。

(表15)、 「専 用 涙7～8割 、 電話 回 線2～3割 」(35.6%)「 専 用 線

6割 電 話 回 課4割 」(12.3%)「 両 者半 々 」26.0%と 専 用 線 利 用が 多 い。

(表14)

通 信回 線 に ょる デ ー タ伝 送 を希 望す る場 合 、 つ ぎの 何 れ を望 み ます か。

社 数 %

専用線による

電話交換回線による

両 者 併 用

無 回 答

118

63

47

117

34.2

18.5

13.6

359

計1345| 100.01

(表15)

両者併 用の 場 合、 その 比率 は?

社 数 %

専用線100%電 話回線0% 8 11.0

専月目線90%電 言舌{亘確泉10% 2 27

専用線70～80%電 話回線20～50% 26 35.6

専用 線60%電 話回線40% 9 12.3

専用線50%電 話回線50% 19 26.0

専 用線30%電 話回線70% 4 5.5
〆

専用線0%電 話 回線100% 5 68

計 75 100.0
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11.通 信 回 線 の料金 引 き下 げへ の 要 望は 極 め てつ よ いoと くに遠 距 離料 金

の引 き下 げが 望 まれ て い るo

料金 問 題 に つvaて は(表16)「 米 国 なみの 料金 にせ よ 」13.7%、 「現

在 の 半 碩以 下 」9.8%、 「遠 距離 料金 を 安 くせ よ 」24.5%、 「従 量 制 料金

を とれ 」10.8%と 具 体 的 な意 見が 多 い。 また 「民 間の 通 信会 社を 認 め た ら

安 くなる 」21.6%、 「電話 回 線 を利 用 した ら安 くな る 」10.8%と 、 現 在

の 制 度 に対 す る批 判 も多 い。

(表16)

通 信回 線 料 金 が 高・い とい う声 を聞 きます が、 どの よ うな 制度 な ら よい と思

わ れ ます か 、 ご意 見を ● 聞 かせ くだ さい。

社 数 %

米国なみ料金 14 157

遠距離を安く 25 24.5

民間通信会社 22 21.6

回線速度の向上 7 6.9

電話回線の利用 11

`

10.8

従量制料金 11 10.8

現在の半額以下

の料金 10 98

そ,の 他 2 1.9

計 102 100.0

t2.回 線 速 度 は、200ボ ー 以 上O .も の を 望 む 声 が 高 いo

「 回 線 の 速 度 」 に つhて(表'1:・7)も200ボ ー(35.7%)

1,200ボ ー(28.4%)2,400ボ ー(24.5%)と 高 速 化 を 望 む 声 が 高

く(50ボ ニ は10%)、 「現 在 の 数十 倍 」を 望 む もの も5・4%を 占 め る 。
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(表17)

回 線 速 度 に つ い て、 どれ くらいの もの が 必要 で す か。

ψ
7

6
6

㊨

`

社 ・ 数 %

50ボ ー 50 10.0

200ボ ー 102 357

1,200ボ ー 86 28.4

2,400ボ ー 74 24.5

そ れ 以 上 10 54

計 502 100.0
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